
 

ド
ミ

ニ
カ
共

和
国
初

等
教
育
算

数
指

導
力

向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
中

間
評

価
調
査

 
評
価
グ

リ
ッ

ド
 

評
価
設
問

 
評

価
 

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 
判

断
基
準
・

方
法

 
必

要
な
デ
ー

タ
 

情
報
源

 
デ

ー
タ

 
収

集
方
法

 
専
門
家
派
遣

 
各
分
野
、
人
数
､
派
遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容
 

専
門
家
派
遣
実
績
 

調
査
団
派
遣

 
各
分
野
、
人
数
､
派
遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容
 

調
査
団
派
遣
実
績
 

機
材
供
与

 
投
入
機
材
の
種
類
や
数
量
、
さ
ら
に
目
的
 

資
機
材
供
与
実
績
 

研
修
員
受
入
れ

 
研
修
員
人
数
と
研
修
内
容
、
期
間
、
タ
イ
ミ
ン
グ
 

研
修
実
績
 

現
地
活
動
費

 
活
動
予
算
額
と
支
出
内
容
 

現
地
業
務
費
投
入
実
績
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
、
実
施
体
制

 
運
営
管
理
・
実
施
体
制
の
状
況
 

関
連
機
関
組
織
図
、
人
員
配
置
図
、

業
務
分
掌
表
 

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
側
投
入

 
C
/P

配
置
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
 

同
上
、
会
計
書
類
 

実 績 

投
入
実
績

 

投
入
は
計
画
ど
お
り
で
あ
っ
た
か

 
投
入
計
画
、
投
入
実
績
 

P
O
、
専
門
家
所
見
 

R
/
D、

調
査
団
・
業
務
報
告

書
、

J
C
C

会
議

資
料

、
投

入
実
績
等
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

活
動
進
捗
状
況

 
活
動
は
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
た
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
実

績
は

計
画

ど
お

り
で

あ

っ
た
か
 

P
D
M
・
PO

と
進
捗
実
績
と
の
比
較
、

専
門
家
及
び

C
/P

の
所
見
 

R
/
D、

調
査
団
・
業
務
報
告

書
、
専
門
家
及
び

C
/P
 

同
上
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の

実
施
状
況

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
は
適

切
で

あ
っ

た
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

の
報

告
は

ど
う

で
あ

っ
た

か

（
頻

度
、

方
法

）
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
の

内
容
、

方
法

は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

業
務

報
告

書
、

運
営

指
導

調
査

報

告
書
、
J
CC

開
催
記
録
 

調
査

団
・

業
務

報
告

書
、

J
CC

会
議

資
料

、
専

門
家

及
び

C
/P
、
JI
CA
 

同
上
 

専
門
家
と

C
/P

と
の

関
係

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
状
況

は
良

好
か

共
同
し
て
問
題
に
対
処
し
た
か
 

定
期
的
な
意
見
交
換
や
会
議
は
実
施
さ
れ
た
か
 

意
見
交
換
や
情
報
共
有
は
十
分
に
な
さ
れ
た
か
 

日
常

業
務

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
と

実
績

、
会

議

記
録
、
 

専
門
家
及
び

C
/P
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

予
算
の
手
当
て
、
先
方
の
関
与
は
十
分
か
 

先
方
負
担
の
度
合
い
 

先
方
の
投
入
実
績
 

先
方

実
施

機
関

の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

 
C
/P

の
配
置
は
適
正
か
 

C
/P

の
配
置
は
適
正
さ
、
十
分
さ
 

人
員
配
置
図
、
業
務
分
掌
表
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

実 施 プ ロ セ ス 

他
の

O
DA

事
業
と
の

連
携

 
関

連
す

る
J
I
C
A
事

業
あ

る
い

は
我

が
国

の
他
の
協
力
と
の
連
携
は
あ
っ
た
か
 

相
互
補
完
・
連
携
の
度
合
い
 

専
門

家
及

び
他

事
業

関
係

者
の

所

見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
他
事
業
関
係
者
の
所
見
 

同
上
 

相
手

国
の

国
家

開

発
計

画
と

の
整

合

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

上
位

目
標
は

当
該

国
の

開
発

政
策

や
開
発

ニ
ー

ズ
に
合

致
し

て
い

か
 

上
位
目
標
は
、
当
該
国
が
目
指
す
方
向
性
と
軌
を
一

に
し
て
い
た
か
、
ま
た
一
貫
性
が
あ
っ
た
か
 

貧
困

削
減

ペ
ー

パ
ー

、
国

家
開

発

計
画
、
教
育
開
発
戦
略
計
画

2
00
3-
 

2
0
12
 

政
策

関
連

文
書

、
専

門
家

及
び

C
/P
 

同
上
 

実
施
機
関
の
選
定
は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

コ
ア

グ
ル

ー
プ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
関

与

の
度
合
い
、
当
事
者
意
識
 

先
方
の
対
応
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
所

見
 

同
上
 

裨
益

者
の

ニ
ー

ズ

と
の
整
合
性

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
選
定

及
び

ニ
ー

ズ
の
把
握
は
適
切
か
つ
十
分
で
あ
っ
た
か
 

教
材
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
か
 

研
修
実
施
は
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
か
 

そ
れ
ら
は
実
現
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
か
 

先
方
意
見
、
専
門
家
所
見
 

専
門
家
及
び

C
/P
 

同
上
 

妥 当 性 

日
本

の
援

助
事

業

と
し
て
の
妥
当
性

 
我

が
国

の
援

助
政

策
、

国
別
事

業
実

施
計

画
と
の
整
合
性
 

協
力
内
容
は
我
が
国
及
び

J
I
CA

の
重
点
方
針
に
合

致
し
て
い
る
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時
及

び
現

在

の
援
助
方
針
 

我
が

国
の

対
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国
援
助
政
策
、
J
I
CA

ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

国
別

実
施

計
画
 

資
料
調
査
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そ
の
他

 
他

ド
ナ

ー
や

他
の

J
I
C
A

事
業

と
の

連

携
・
デ
マ
ケ
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か
 

連
携
・
相
互
補
完
の
度
合
い
、
デ
マ
ケ
の
明
確
さ
 

他
ド
ナ
ー
や
他
の

J
I
CA

事
業
の
活

動
内
容
 

各
種

資
料

・
報

告
書

、
他

ド
ナ
ー
担
当
者
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
の
達
成

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成
さ
れ
た
か
 

教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
作
業
帳
は
ど
の
程
度
作
成

さ
れ
た
か
 

そ
の
質
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
 

各
教
材
の
作
成
状
況
 

教
材

の
質

に
対

す
る

先
方

及
び

専

門
家
所
見
 

専
門
家
及
び

C
/P
 
、
学
校

教
員

を
含

む
関

係
者

の
意

見
 

同
上
 

成
果

と
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

の
結

び

つ
き

 

成
果

は
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

目
標
を

達
成

す
る

こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
 

各
成

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

ど
の

程

度
貢
献
し
て
い
る
か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
及
び
成
果
発
現
に
よ
っ
て
、
直

接
的

裨
益

者
（
C
/P
）

と
間
接

的
裨
益

者
（
教

員
）

は
ど
の
程
度
便
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

活
動

と
成

果
の

結

び
つ
き

 
活

動
は

成
果

発
現

の
た

め
に
不

可
欠

で
あ

っ
た
か
 

活
動
は
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
成
果
に
結
び
つ
い

て
い
る
か
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

目
標

達
成

に
か
か

る
促

進
・
貢

献
要

因
は

何
か

 
背
景
・
理
由
（
因
果
関
係
）、

貢
献

の
度
合
い
 

 

目
標

達
成

に
至

る

促
進
・
阻
害
要
因

 
目
標
達
成
に
か
か
る
阻
害
要
因
は
何
か

 
背
景
・
理
由
（
因
果
関
係
）、

阻
害

の
度
合
い
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/
P

の
所
見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

有 効 性 

前
提
条
件
・
外
部
条

件
の
変
化
や
影
響

 
ど

の
よ

う
な

前
提

条
件

・
外
部

条
件

が
実

際
に

あ
り

、
ど
の

よ
う

な
影
響

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
与
え
た
か
。

 

前
提
条
件
・
外
部
条
件
（
環
境
の
変
化
）
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
応
し
た
か
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/
P

の
所
見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

専
門
家
派
遣
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
か

 
資
機
材
は
適
切
に
提
供
さ
れ
た
か
 

研
修
員
受
入
れ
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
か
 

日
本

側
投

入
と

成

果
の
結
び
つ
き
（
投

入
に

見
合

っ
た

成

果
を

達
成

し
て

い

る
か
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
は

適
正
な

規
模

で
あ

り
、
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度

の
判
断
 

専
門

家
・

機
材

供
与

・
研

修
・

予

算
実
績
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P
 

同
上
 

C
/P

の
配
置
は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

先
方

投
入

と
成

果

の
結
び
つ
き
（
投
入

に
見

合
っ

た
成

果

を
達

成
し

て
い

る

か
）

 

研
修

実
施

場
所
の

確
保

・
手
続

き
は

円
滑

か
つ
適
切
で
あ
っ
た
か
 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度

の
判
断
 

C
/P

配
置
実
績
、
用
地
取
得
状
況
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P
 

同
上
 

効 率 性 

運
営

管
理

の
効

率

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
及

び
成
果

の
達

成
に

向
け

て
、

投
入
は

ど
の

よ
う
に

運
営

管
理

さ
れ
た
か
 

事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度
の
判
断
 

運
営

管
理

の
実

情
・

実
績

、
運

営

指
導
調
査
報
告
書
 
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

上
位

目
標

達
成

の

見
込
み

 
上

位
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

数
年

以
内

に
達

成
さ

れ
る

レ
ベ

ル
に

あ
る

か

（
あ

る
い

は
既
に

ど
の

程
度
達

成
さ

れ
て

い
る
か
）
 

現
職

教
員

の
初

等
教

育
に

お
け

る
算

数
指

導
力

は

ど
の
程
度
向
上
し
た
か
、
ま
た
は
向
上
が
見
込
ま
れ

る
か
 

教
員

の
自

己
評

価
、

授
業

観
察

記

録
（
あ
れ
ば
）
 

教
員

の
意

見
、

先
方

関
係

者
の
意
見
、
専
門
家
所
見
 

同
上
 

イ ン パ ク ト 

そ
の

他
の

波
及

効

果
 

算
数

の
授

業
以
外

に
何

か
変
化

は
見

ら
れ

る
か
？
 

例
え
ば
、
他
の
教
科
、
児
童
の
出
席
率
、
学
校
運
営

へ
の
影
響
等
は
見
受
け
ら
れ
る
か
。
 

教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
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他
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
、

他
ド
ナ

ー
へ

の
イ

ン
パ
ク
ト
、
彼
ら
と
の
相
乗
効
果
 

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他
ド
ナ
ー
に
ど
の
よ
う
な
影

響
・
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
、
ま
た
相
乗
効
果
は
あ

っ
た
か
 

他
事

業
関

係
者

、
他

ド
ナ

ー
の

意

見
 

他
事

業
関

係
者

、
他

ド
ナ

ー
 

同
上
 

政
策
・
制
度
的
基
盤
 

政
策

・
制

度
に
お

け
る

各
教
材

の
開

発
・

改
訂

・
普

及
の
位

置
づ

け
は
確

た
る

も
の

か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教

育
省

の
政

策
（
展

望
）・

制
度
は

ど
の
程

度
用

意
さ
れ
、
整
っ
て
い
る
か
 

各
教

材
の

開
発

・
改

訂
・

普
及

に

対
す
る
考
え
方
 

政
策

文
書

、
教

師
教

育
局

の
意
見
 

同
上
 

組
織
・
技
術
的
基
盤
 

各
教

材
の

開
発
・

改
訂

・
普
及

を
行

う
組

織
的
基
盤
は
確
た
る
も
の
か
 

各
教

材
の

開
発
・

改
訂

・
普
及

を
行

う
技

術
的

基
盤

（
算
数

教
育

に
関
す

る
能

力
・

専
門
性
）
は
確
た
る
も
の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
組
織
・
人
員
は
ど
の
程
度
整
っ
て
い
る

か
 

各
教

材
の

開
発

・
改

訂
・

普
及

に

対
す
る
考
え
方
 

教
育
省
の
組
織
図
、
意
見
 

同
上
 

自 立 発 展 性 

財
政
的
基
盤
 

各
教

材
の

開
発
・

改
訂

・
普
及

を
行

う
た

め
の
財
政
的
基
盤
は
確
た
る
も
の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
財
政
・
予
算
は
ど
の
程
度
用
意
さ
れ
て

い
る
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
 

教
育

省
の

予
算

文
書

、
意

見
 

同
上
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質問票＜日本人専門家＞ 
Questionnaire to Japanese Expert 

 
＜Questions concerning Relevance and Project Design＞ 

1. To what extent is the Project consistent with the national development plan or policy of the 
country?（国家開発計画・政策との整合性） 

 
 
2. To what extent is the Project consistent with the educational development plan or policy of the 

country? （国家教育開発計画・政策との整合性） 
 
 
3. To what extent is the Project consistent with the needs of the target group? （ターゲットグルー

プのニーズとの整合性） 
 
 
4. Has each of the activities been well-linked and effective enough to produce the output?（個々の

活動はうまく結びつき、効果的に成果を生むようにデザインされているか） 
 
 
5. With reference to PDM, is the Core Group appropriate as a direct beneficiary group?（PDM に

照らし、コアグループのメンバーは直接的受益者として適切か） 
 
 
6. With reference to PDM, are the teachers of pilot schools in the educational district 08-05, 

Santiago as an indirect beneficiary group? （PDM に照らし、サンチャゴ地区のパイロット

校の教員は間接的受益者として適切か） 
 
 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

1. To what extent the Output of the Project has been achieved with reference to PDM? 
（PDM に照らし、プロジェクトの成果はどの程度達成されているか） 
 
 

2. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
（PDM に照らし、プロジェクト目標はどの程度達成されているか） 
 
 

3. Concerning those achievements above, what have been contributing factors? 
（上記の達成状況に関して、その貢献要因は何か） 
 
 

4. Concerning those achievements above, what have been impeding factors? 

-   -79



Agencia de Cooperación Internacional del Jaón (JICA 
Mid-term Evaluation Team) 

 

（上記の達成状況に関して、その阻害要因は何か） 
  
  
  
＜Questions concerning Efficiency＞ 

1. To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing? 
（以下の事項につき、日本側の投入は一連の活動を行うためにどの程度適切であったか。

その質、量、タイミングはどうであったか） 
① Advisory team (national Consultant) 
 
 
② Regional training of core group in Japan and Honduras 
   Also, what kinds of changes in their work performance are observed after receiving training? 
 
 
③ Expenses necessary for the implementation of the Project (expenses for printing materials 

for the validation in pilot schools, etc.) 
 
 
 
④ Technical assistance for PROMETAM in Honduras like additional training and monitoring 

by the expert of the Regional Project on demand 
 
 
 

2. To what extent have the inputs from the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series 
of activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing? 
（以下の事項につき、ドミニカ側の投入は一連の活動を行うためにどの程度適切であっ

たか。 その質、量、タイミングはどうであったか） 
① Core Group (1 coordinator/INAFOCAM, 4 members of curriculum team of mathematics 

area/SEE, 1 personnel in charge of the validation/SEE, Santiago) 
 
 
② Project offices and other facilities necessary for the Project in SEE 
 
 
③ Expenses necessary for the implementation of the Project 
 
 
④ Training in mathematics update by INAFOCAM 
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＜Questions concerning Impact＞ 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far? （プロジェクト実施による影響や波及効果として何があるか） 
① Positive ones（肯定的なもの） 
 
 
② Negative ones（否定的なもの） 
 
 

2. To what extent the Overall Goal of the Project will be achieved in the foreseeable future with 
reference to PDM?（PDM に照らし、プロジェクトの上位目標は見通せる範囲でどの程度

達成されると予想されるか） 
 
 
3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 

and impeding factors at the moment?（上記の予想される達成状況に関して、どのような貢

献要因と阻害要因が考えられるか） 
 
 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

1. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
① Policy and institutional aspects （政策・制度的観点から） 
 
 

   ② Organizational and technical aspects（組織・技術的観点から） 
   
    
   ③ Budgetary and financial aspects?（財政・資金的観点から） 
    
    
2. How do other donors recognize the Project? （他ドナーは本プロジェクトをどのように認識

しているか） 
 
 
＜Questions concerning Project Implementation Process＞ 

1. Was the project management structure appropriate and functional? （プロジェクトの実施運営

体制は適切か、機能しているか？ 
 
 
2. Have the activities been conducted along with the Plan of Operation? （活動計画表に沿って加

活動は行われているか） 
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3. How has the communication been done? To what extent has the communication among the 
stakeholders been smooth? （関係者間はどのようにコミュニケーションを図っているか。

意思疎通はどの程度スムーズか） 
 
 
4. To what extent does the Ministry of Education have ownership toward the Project? （教育省は

本プロジェクトに対してどの程度当事者意識を持っているか） 
 
 
5. To what extent does the Core Group have ownership toward the Project?（コアグループは本プ

ロジェクトに対してどの程度当事者意識を持っているか） 
 
 
 
6. Have there been any major occurrences or changes of the important assumptions? If any, how 

the Project coped with the situation? （重大な事項或いは外部条件の変化はあったか。あれ

ばプロジェクトとしてどのように対応したか） 
 
 
 

Thank you very much. 
どうもありがとうございました。 
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質問票＜コアグループ＞ 
Questionnaire to Core Group 

Cuetionario para el equipo nùcleo 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

Preguntas sobre efectividad 

1. To what extent the Output of the Project has been achieved with reference to PDM? 
¿Hasta dònde los Resultados Esperados del Proyecto se han logrado ? 
 
 

2. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
¿Hasta dònde el Objetivo del Proyecto se ha logrado segùn PDM? 
 
 

3. Concerning those achievements above, what have been contributing factors? 
¿Cuales son factores que han contribuido para dichos logros? 
 
 

4. Concerning those achievements above, what have been impeding factors? 
¿Cuales son factores que han impedido a dichos logros? 

  
  
   
＜Questions concerning Efficiency＞ 

Preguntas sobre eficiancia 

1-1.To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  

¿Hasta dònde los inputs de la parte japonesa han sido apropiadas para ejectar una serie de 
actividades desde los puntos de vista de calidad, cantidad, y tiempo? 

 
① Advisory team (national Consultant) 
El equipo de consejo 〔Consultor(a) nacional〕 
 
② Regional training of core group in Japan and Honduras 
Capacitaciones regional para el equipo nucleo en Japòn y Honduras 
 
③ Expenses necessary for the implementation of the Project (expenses for printing materials 

for the validation in pilot schools, etc.) 
Gastos necesarios para la implementaciòn del Proyecto 〔gastos para imprimir materiales para 
validaciòn en los escuelas enfocadas〕 
 
④ Technical assistance for PROMETAM in Honduras like additional training and monitoring 

by the expert of the Regional Project on demand 
Asistecia tècnica de la parte de los expertos de PROMETAM faseII en Honduras, segùn la 
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necesidad, por ejemplo capacitaciones addicionales y monitoreo 
 

1-2. Also, what kinds of changes in their work performance are observed after receiving training? 
¿Tambièn, què tipo de cambio se han observado en sus trabajos despùes de recibir las 
capacitaciones? 

 
 

1. To what extent have the inputs from the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series 
of activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  
① Core Group (1 coordinator/INAFOCAM, 4 members of curriculum team of mathematics 

area/SEE, 1 personnel in charge of the validation/SEE in Santiago) 
¿Hasta dònde los inputs de la parte de El Salvador han sido appropiados para ejectar una serie de 

acitividades desde los puntos de vista de calidad, cantidad, y tiempo? 
El equipo nùcleo (1 coordinadora/INAFOCAM, 4 miembros del equipo de curriculo 
matemàtica/SEE, 1 encargado(a) en validaciòn/SEE en Santiago) 
 
 
② Project offices and other facilities necessary for the Project in SEE 
Oficina del Proyecto y otros equipos  necesarios para el Proyecto en SEE 
 
③ Expenses necessary for the implementation of the Project 
Gastos necesarion para la implementaciòn del Proyecto 
 
④ Training in mathematics update by INAFOCAM 
Capacitaciòn de matemàtica por INAFOCAM 

 
 
＜Questions concerning Impact＞ 

Preguntas sobre impacto 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far?  
   ¿Què tipo de effectos positivo y negativo se han observado durante la ejecuciòn del Proyecto 
hasta hoy? 

   ① Positive ones 
Effectos positivos 
 
② Negative ones 
Effectos nagativos 
 
 

2. To what extent the Overall Goal of the Project will be achieved in the foreseeable future with 
reference to PDM? 

  ¿Hasta dònde el Objetivo Superior del Proyecto se va a lograr en el futuro cercano ? 
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3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 
and impeding factors at the moment? 

  ¿Cuales seràn factores que contribuiràn para dichos logros experados? 
 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

Preguntas sobre sostenibilidad 

1. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
   ¿Hasta dònde sostenibilidad del Proyecto se ha podido asegurado en los siguientes aspectos ? 

 
① Policy and institutional aspects 
Los aspectos de politicas y institutiones 
 

   ② Organizational and technical aspects 
   Los aspectos organizacional y tecnical 
 
   ③ Budgetary and financial aspects? 
   Los aspectos de presupuesto y financiero 
    
 
＜Questions concerning Project Implementation Process＞ 

Preguntas sobre el proceso de implementaci n del Proyecto 

1. Was the project management structure appropriate and functional?  
¿El estructura para manejar el Proyecto era apropiado y funcional? 
 
 
2. Have the activities been conducted along with the Plan of Operation?  
¿Las actividades se han ejectado conforme al Plan Operativo? 
 
 
 
3. Specifically, how are you monitoring and evaluating the usefulness and effectiveness of the 

materials you developed? 
¿Còmo monitorea y evalua la utilidad y efectividad de la Guìa y el Cuaderno ustedes han 
desarrollados ? 
 
 
 
4. How has the communication been done? To what extent has the communication among the 

stakeholders been smooth?   
¿Còmo se comunican entre ustedes? 
¿Les parece que la comunicaciòn ha sido fluida ? 
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5. Specifically, what kinds of difficulties have you found in the process of developing the teacher’s 
guides, student’s textbooks and workbooks in the context of your country based on the ones 
already developed in Honduras? 

¿Què tipo de difficultad han obserado durante el proceso de desarrollo de la Guìa y el Cuaderno en 
base de los de Honduras? 
 
 
 
 

Muchas gracias! 
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質問票＜バリデーション校教員＞ 
Questionnaire to School Teachers 

Cuestionario para docentes  
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

Preguntas sobre eficiencia 

【Good Points】 

Puntos positivos 

1. What are the good points of the teachers’ guidebooks? 
¿Cuales son puntos positivos de la Guìa? 
 
 
 
 

2. What are the good points of the students’ workbooks? 
  ¿Cuales son puntos positivos del Cuaderno? 

 
 
 
 

【Weak Points/Points to be Revised or Added】 

 Puntos negativos/Puntos por mejorar 

1. What points should be revised or added in the teachers’ guidebooks? 
¿Cuales son puntos que se necesita revisar o addicionar algo màs en la Guìa? 
 
 
 
 

2. What points should be revised or added in the students’ workbooks? 
¿Cuales son puntos que se necesita revisar o addicionar algo màs en el Cuaderno? 

  
   
 
 
＜Questions concerning Impact＞ 

Preguntas sobre impacto 

1. After using those materials, what has change in your teaching? You can refer to both positive 
and negative changes as many as possible. 
Despùes de utilizar la Guìa y el Cuaderno, ¿hay algun cambio en su manara de enseñar? Por 
favor mencione la mayor pontos possible de cambio positivos y negativos.  
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2. After using those materials, what has change in student’s learning? You can refer to both 
positive and negative changes as many as possible. 
  Despùes de utilizar la Guìa y el Cuaderno, ¿hay alguncambio en su aprendisaje de los 
alumnos? Por favor mencione la mayor pontos possible de cambio positivos y negativos.  

 
 
 
 
 
＜Questions concerning Training＞ 

Preguntas sobre capacitaciones 

1. Who gave you the initial training on how to use those materials? 
¿Quièn le dio la capacitaciòn inicial sobre como se utiliza la Guìa y el Cuaderno? 
 
 
 
 
 
2. Do you think that the training was good in quality and enough in time? 
¿Le parece que la capacitaciòn fue muy bien desde el puntos de vista de la calidad? 
¿Tambièn, le parece que el tiempo para capacitaciòn fue sufficiente? 
 
 
 
 
 
3. Is anyone monitoring the usefulness and effectiveness of those materials? 
¿Hay alguien monitorea la utilidad y la efectividad de la Guìa y el Cuaderno? 
 
 
 
 
 
 
 
 

Muchas gracias! 
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質問票＜教育省＞ 
Questionnaire to Secretaría de Estado de Educación (SEE) 

Cuestionario para a Secretaría de Estado de Educación (SEE) 
 
＜Questions concerning Relevance＞ 

Preguntas sobre justificaci n 

1. To what extent is the Project consistent with the national development plan or policy of the 
country? 

  ¿Hasta dònde el Proyecto està conforme al plan nacional o polìtica para desarrollo de la paìs? 
 
2. To what extent is the Project consistent with the educational development plan or policy of the 

country? 
   ¿Hasta dònde el Proyecto està conforme al plan o polìtica para desarrollo en Educaciòn? 
 
 
3. To what extent has the Project been responding to the real needs of government officials and 

school teachers? What do you think about JICA’s Project compared to USAID’s project? 
   ¿Hasta dònde el Proyecto ha correspondido a la necesidad real de funcionarios del gobierno y 

docentes? ¿Què le parece los proyectos de JICA en el area de edicaciòn comparando los de 
USAID ? 

 
 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

Preguntas sobre efectividad 

1. To what extent has the Output of the Project been achieved with reference to PDM? 
¿Hasta donde los resultados esperados del Proyecto se han logrado ? 
 
 

2. To what extent has the Purpose of the Project been achieved with reference to PDM? 
¿Hasta donde el Objetivo el Proyecto se ha logrado ? 
 
 

3. Concerning those achievements above, what has been contributing factors? 
¿Cuales son factores que han contribuido para dichos logros ? 
 
 

4. Concerning those achievements above, what has been impeding factors? 
¿Cuales son factores que han impedido a dichos logros ? 
 

  
  
  
＜Questions concerning Impact＞ 
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Preguntas sobre impacto 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far?  
  ¿Què tipo de effectos positivo y negativo se han observado durante la ejecuciòn del Proyecto 
hasta hoy? 
① Positive ones 
Effectos positivos 
 
 
② Negative ones 
Effectos nagativos 
 
 

2. To what extent will the Overall Goal of the Project be achieved in the foreseeable future with 
reference to PDM? 

  ¿Hasta dònde el Objetivo Superior del Proyecto se va a lograr en el futuro cercano ? 
 
 
3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 

and impeding factors at the moment? 
  ¿Cuales seràn factores que contribuiràn para dichos logros experados? 
 
 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

Preguntas sobre sostenibilidad 

1. How are you planning to maximize the results of the Project or disseminate what the Project has 
achieved? 
¿Què tipo de plan tiene para maximizar el resultado del Proyecto o difundir los logros del 
Proyecto? 
 
 

2. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
   ¿Hasta dònde sostenibilidad del Proyecto se ha podido asegurado en los siguientes aspectos ? 

① Policy and institutional aspects  
Los aspectos de politicas y institutiones 
 
 

   ② Organizational and technical aspects 
Los aspectos organizacional y tecnical  
 
 

   ③ Budgetary and financial aspects? 
   Los aspectos de presupuesto y financiero 
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Muchas gracias! 
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教材評価―ドミニカ共和国－ 

 

1. はじめに 

本来国定教材は教育省カリキュラムの具現化を図るために教材化されるものである。ゆ

えに国定教材評価は国家の教育政策、実際の現場教師、児童の学習到達度等から総合的に

教育省自身が実施し改訂作業がなされるべきものである。ゆえに当該教育省以外がドミニ

カ共和国国定教材評価を上記のように総合的に評価することは困難である。 

しかし広域「算数大好き」プロジェクト 5 カ国で実施されている技プロの主要成果物が

算数科教師用指導書、児童用作業帳（または教科書、練習帳）であることから技術移転を

実施したドナー側として成果である教材評価を試みることは必要であろう。以上の理由か

ら本稿では上記成果物の自己評価を試みることとする。 

 

2. 目的 

・ 開発された教材を算数内容や体裁の観点から確認するため 

・ 今後の改訂作業にフィードバックするため 

・ 算数教材に不可欠な項目を評価基準として設定し、将来的に広域 5 カ国で開発さ

れた教材のレビューを行い、教材開発に関する知見を共有するため 

 

3. ドミニカ共和国定教科書印刷配布の経緯 

ドミニカ共和国では毎年のように算数科教科書が全国配布されている。プロジェクトが入手

可能であった最新の算数科教科書は 2004 年 Santillana 出版社より出版された“Matem ticas 

Educaci n B sica（1～2 年生）”である。本教科書はドミニカ共和国上記出版会社が開発しド

ミニカ共和国教育省の検定を通っているものであり、現行カリキュラムに準じた編集となって

いる。 

本教科書は以下の 4つのブロックから構成されている。 

単元構成 内容 備考 

導入 

「 何 を 知 っ て い ま す

か？」 

単元名、既習学習の確認、よりよく

生活するための大切なこと（単元と

関連が薄いトピックも見られる。例

えば環境、健康等） 

2 ページ見開きで構成され

ており、単元に関連する大

きな挿絵を掲載して学習の

動機付けとしている。レデ

ィネス確認のための既習事

項の復習問題も掲載。 

展開 小単元名、新出学習内容、練習問題、

覚えること（学習のまとめ） 

1 ページ毎に 1小単元構成、

練習問題は直接記入してい

く各ページに日時記載欄。 

活動 発見しよう、問題解決、ワークショ

ップ、プロジェクト 

各内容が 1枚ずつ 

まとめ「何を学習した？」 単元の学習のまとめ練習問題 

教師のコメント記入欄 
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・ 書き込み式教科書（作業帳）構成であるが表紙裏に「（各自の）ノートで学習するように」

との注意書きがある。 

・ 各学年 14単元構成。 

 

4. 評価手法 

本報告書では従来教育現場で使用された国定教科書とプロジェクト開発児童用作業帳の比較

を通して主に教材構成の面から同教材の特徴を浮き彫りとする。本プロジェクトでは 1,2 年生

指導書、作業帳バリデーション版までの開発が終了しているため、1、2年生用で全国配布され

た“Matem ticas Educaci n B sica（1～2 年生）2004 年初版（Santillana 出版社）”との比較

を試みることとする。また本プロジェクト開発教材プロセスで参考として使用されたホンジュ

ラス PROMETAM 教材も合わせて比較することにより本プロジェクト成果物の特徴をより浮き立

たせることができると考える。 

また“Matem ticas Educaci n B sica（1～2年生）2004 年初版”教科書には教師用指導書は

存在するが、配布、使用状況が未確認のため、本プロジェクトで開発した教師用指導書とは比

較対照しない。ゆえにここではド国指導書自体の特徴を PROMETAM 版と比較することを通してレ

ビューすることとする。最後に指導書、作業帳の今後の改訂作業をするうえで参考となるよう

検討事項を列記することとしたい。 

 

5. 従来の国定教科書と児童用作業帳の相違点 

 プロジェクト児童用作

業帳（1～2 年生）バリ

デーション版 2007 年 

ドミニカ共和国従来の教科書 

“ Matem ticas Educaci n 

B sica（1～2年生）2004 年初

版” 

児童用作業帳 PROMETAM

（ホンジュラス）2005

年 SIDA 資金で印刷され

た第 1版 

取り扱い学習内容

の正確さ 

正確 不正確なところがある。 ＊例参照 正確 

系統性 教育省はカリキュラム

改訂を同時に実施して

おり現行カリキュラム

の問題点を可能な限り

解消する方向で指導計

画を作成している。ゆえ

に従来に比べて系統性

を重視した学習内容の

取り扱いとなっている。 

系統性に問題のある現行カリキュ

ラムに準拠しているため所々系統

性を重視しない学習内容の取り扱

いが見られる。 

＊例参照 

ホンジュラス教育省カ

リキュラム自体の系統

性の不足という問題は

あるものの、カリキュ

ラムに沿って可能な限

り系統性を重視した学

習内容の取り扱いとな

っている。 

教材内での素材の

取り扱い 

児童の実生活場面から

学習課題を捉えられる

ような場面を絵、テキス

ト等で記載している。 

学習の動機付けでは実生活場面に

即した導入をしているが、新出学習

内容に関しては情報提供の域をで

ていない。 

児童の実生活場面から

学習課題を捉えられる

ような場面を絵、テキ

スト等で記載してい

る。 

学習過程 ホンジュラス同様学習 1. 写真や挿絵を使った学習への 学習過程を明記してい
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過程を明記していない

が、問題解決型の学習プ

ロセスを重視している。

以下の記載はホンジュ

ラスと同様。 

・「復習」主に単元の導

入で前学年までの関連

既習事項 

・「問題解決」図解、式

の展開等でさまざまな

問題解決プロセスを提

示 

・「ヒント」吹き出しで

問題解決のヒントを提

示 

・「まとめ」学習内容の

ポイントを囲みで提示 

・「練習問題」 

・「知っていた？」興味

深い関連テーマを記載 

・「やってみよう」発展

的なテーマの取り扱い 

・「楽しもう」子供が楽

しくできる学習活動の

紹介 

動機付け 

2. 既習事項の復習 

3. 実生活への応用例 

4. 小単元 

・（新出）学習 

・ 練習 

・ 覚えましょう 

5. 発見しよう 

6. 問題解決 

7. ワークショップ 

8. プロジェクト 

・ 小単元の新出学習内容の扱

いが情報伝達型で既習事項

を使って問題解決する構成

になっていない。 

・ 授業の構造化よりもワーク

ブック形式で児童自身が独

自に学習を進められるよう

な構成になっている1。 

ないが、問題解決型の

学習プロセスを重視し

ている。 ドミニカ共和

国と同様なので省略。 

解答の記載 指導書に黒刷りで記載 なし 指導書に赤刷りで記

載。 

評価 教師用指導書に記載 明確な評価指針は示されていない。

各単元の最後に「（あなたが）どの

ようにこの単元を学習したのかを

教師が評価してコメントを記入す

る欄」と 3 段階の評価欄2が掲載さ

れている。 

教師用指導書に記載 

文化・ジェンダー

配慮 

原則としてホンジュラ

ス版で使用された人物

を使い肌の色をより濃

くしてドミニカ化する

ように配慮している。 

単元の導入場面や表紙にはドミニ

カ人の写真を使っているが、その他

大半の人物は白人、茶色または金髪

が多い。 

ホンジュラスの農村風

景、農産物等日常的に

目にする機会の多い素

材を使用している。登

場人物のジェンダーに

                                                 
1 出版社は書き込み式教材として開発しているが教育省が書き込みを推奨していないため学習過程に無理が生じる可

能性がある。 
2 児童の自己評価欄ではないかと予想されるが詳細は不明。 
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は配慮している。 

学習具(準備物)へ

の配慮 

巻末に数カード、計算カ

ード、お金、タイル、定

規、展開図等を切り取っ

て使えるように掲載。 

なし 巻末に数カード、計算

カード、定規、展開図、

三角定規等を切り取っ

て使えるように掲載 

表記 小単元名、学習活動は一

人称で統一されている

ため「～をやりなさい」

ではなく児童が主体的

な学習活動をするよう

な表現となっている。 

学習活動は二人称で指示。児童は指

示に沿って学習を進める形となっ

ている。 

若干記載数字に差異が

見られる（印刷の問題

か？）。 

ページ数（1～２年

生平均）＊巻末切

り取り教材を除く 

142 ページ 191 ページ 135 ページ 

使用している用紙 限定的な印刷（バリデー

ション版）のためコピー

用紙 

コピー用紙又は薄いケント紙のよ

うな材質3。 

コピー用紙のような材

質で若干後ろのページ

が透けて見える 

表紙 バリデーション版のた

めホンジュラス版の改

訂版。 

1年生は2名の子供の人形がそれぞ

れ風船を持っている絵。2 年生はド

ミニカ人の女の子がシャボン玉（中

に数字）を吹いている写真。 

ホンジュラスの著名な

画家の絵。学年で色を

変えている（教育省デ

ザイン）。 

記載されている著

者 

開発者4（Adecuaci n y 

Validaci n）としてＧＮ

の名前が列記 

表 紙 裏 に ド ミ ニ カ 共 和 国

Santillana 出版が開発したとの記

載あり。著者としては個人名

Andr s Molina Moloon 

(dominicano)が記載されている。 

教育省国立実践研究所

所長、教育省プロジェ

クト担当官氏名列記 

JICA協力に関する

記載 

JICA へ の 謝 辞 が

INAFOCAM 所長により記

載。 

― プロジェクト名、専門

家名、プロジェクト現

地スタッフ氏名、JOCV

名記載。 

広域本体の教材使

用への謝辞 

裏表紙裏に記載 ― ― 

JICA マーク 表紙に ODA マークとと

もに掲載。 

― 裏 表 紙 に EFA-FTI 、

PROMETAM フェーズ 1、

ODA、JICA、SIDA マーク

とともに掲載。 

ISBN バリデーション版で限

定的な印刷のためなし。 

記載なし 99926-34-25-1,3,5,7 

                                                 
3 児童が鉛筆で直に書いたり消したりするには紙質が若干弱い。印刷された文字は消しゴムで消すと薄くなる。 
4 基本的にホンジュラス版教材をドミニカ共和国カリキュラムに合わせて使えるところは使い、変更するところは変更する

という作業をした者という意味。 
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先方政府要人のメ

ッセージ、写真等 

教育大臣メッセージ 1

ページ、INAFOCAM 所長

日本への謝辞が 1 ペー

ジ。共に白黒印刷でテキ

ストのみ。 

記載なし 大統領、教育大臣写真

入メッセージ計 2 ペー

ジカラー印刷で掲載

（2005 年度 SIDA 版）。

＊ 従来教科書“Matem ticas Educaci n B sica（1～2年生）2004 年初版”課題の具体例 

   （1）全体構成 

書き込み式教材として出版社で開発されたものをそのまま印刷し、教育省が書き込み教材として

使用しないように注意書きをつけただけなので授業を構成する上で非常に無理がある。 

（2）「数と計算」領域 

・ 「0～9 の数」の 4 指導において,5,9,0 の数字を書く練習の場を教科書上で設定していない。

数字の書き順についての記述もない（1年生）。 

・ 足し算と引き算の単元において、式と筆算の区別をつけていない。文章題では立式のプロセス

を経ずに筆算形式で解答することを促している（1年生）。 

・ 繰り上がりのある足し算では一桁同士の計算（例えば 8＋3）を扱わないで、二桁同士の足し算

を導入（1年生）。 

・ 1 年生で二桁の繰り上がりのある足し算を指導してから、2 年生でまた同内容を指導。学習内

容に重複がある。 

・ また同繰り上がりのある足し算では 1 年生で繰り上がりの補助数字を記す指導をしているが、

2 年生では 1 年生で省略したプロセス（例えば 37＋15 の場合、7＋5＝12 の１を一の位に小さ

く書いてから繰り上がりさせている）を指導しているため1 年生のほうが2 年生よりも難しく

なっている。 

・ 掛け算単元では 0 から 10 までの掛け算を扱っているが各段の九九を扱っていないため掛け算

九九の定着学習に問題が生じる可能性がある（2年生）。 

・ 2 年生の割り算学習では等分除のみ扱っている（3 年生以降包含除を順次扱うかは不明）。 

・ 分数の指導では分割分数で導入し、量分数5を取り扱わない（１年生）。 

・ 分数の足し算では量分数ではなく分割分数を使っている（2年生）。 

（3）「図形」領域 

・ 線の指導のとき線概念と線分概念が一緒に扱われているため両者を混同しやすい（1年生）。 

・ 直角概念を経験的に扱い、鈍角鋭角の概念を導入する構成になっているが、直角概念をどのよ

うに児童に理解させるのか不明（1年生）。 

・ 立体学習（四角錐）で突然「面」概念を練習問題場面で導入している（1年生）。 

・ 長さの単位、定規の使い方、分度器の使い方等を導入せずに二等辺三角形を作図させている（2

年生）。 

・ 低学年で機能的および形態的な特徴を経験的に捉えるプロセスを経ずに2年生の初めての立体

図形の学習で、立方体・三角柱・円錐・円柱等の図形の名前と構成要素名を学習する。 

（4）「量と測定」領域 

・ 小単元「棒グラフ」のグラフの原点に０が未記載（1年生）。 

・ 絵グラフの絵が縦軸で揃っていない（バナナ、りんご、みかんの高さと個数が揃っていない）

                                                 
5 量分数は測定の際に生じたはしたの大きさを表す場合。例えば 1/3dl 等。分割分数は等分したものを何個か集めて

その大きさを表す場合。例えばケーキを 3 等分した 1 つ分は 1/3。 
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（1年生）。 

 

6. 教師用指導書の特徴 

 教師用指導書（1~3年生）2007 年 教師用指導書 PROMETAM（ホンジ

ュラス）2005 年度 SIDA 資金での

配布版 第 1版 

目次 1 年を通した目次と学期毎（3 学期

分）の目次の記載あり 

記載あり 

カリキュラムとの関係 Instructivo の初めにカリキュラ

ム準拠であることが記載。カリキュ

ラムの内容は「関連と発展」に記載。

Instructivo の初めにカリキュ

ラム準拠であることが記載。カリ

キュラムの内容は「関連と発展」

に記載。全ての単元の目標はカリ

キュラム同様。 

指導書の使い方 ・ 作業帳の具体的なページを縮

小して掲載し、使い方を図示。

その後、一つ一つの意味につい

て解説を加える。 

・ 指導書で使用される授業、算数

に関するタームの解説。 

・ 作業帳の具体的なページを

縮小して掲載し、使い方を図

示。その後、一つ一つの意味

について解説を加える。 

・ 指導書で使用される授業、算

数に関するタームの解説。 

基礎的な指導技術 評価や学習過程、練習問題のさせ方

等の指導技術に関する情報が記載 

評価や学習過程、練習問題のさせ

方等の指導技術に関する情報が

記載 

授業展開例 「導入」「習熟」の 2 段階の学習過

程の授業を授業準備をしないとき

とした時に分けて授業展開例を記

載。 

「導入」「習熟」の 2 段階の学習

過程の授業を授業準備をしない

ときとした時に分けて授業展開

例を記載。 

年間指導計画 該当月、単元名、時数、到達目標、

学習内容、その該当ページに関する

記載。 

月、単元名、時数、単元目標、主

な学習内容、算数 4領域に色分け

て記載。 

単元名 記載あり 記載あり 

単元目標 記載あり 記載あり 

学習内容系統表 前学年と次の学年との学習内容の

つながりについて図で記載 

前学年と次の学年との学習内容

のつながりについて図で記載 

単元学習計画 単元構成しているブロック名、配当

時間、学習内容 

単元構成しているブロック名、配

当時間、学習内容 

単元のポイント 単元構成しているブロック名ごと

に記載あり 

単元構成しているブロック名ご

とに記載あり 

本時目標 目標として記載あり 目標として記載あり 

使用教材学習具(準備

物)への配慮 

例：切り取りのページ

教師、児童用記載あり 教師、児童用記載あり 
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や、手作り教材の紹介

など 

縮小版作業帳の記載 掲載あり 掲載あり 

授業展開案 授業内での主要な児童の学習活動

ごとに教師の活動・児童の活動主要

発問・留意点が記載。 

授業内での主要な児童の学習活

動ごとに教師の活動・児童の活動

主要発問・留意点が記載 

 教師の活動 教師の活動・発問等を記載 教師の活動・発問等を記載 

 児童の活動 児童の予想される反応、児童の学習

活動が記載 

児童の予想される反応、児童の学

習活動が記載 

評価 単元ごとに「単元目標」が、本時の

授業ごとに「到達目標」が記載。 

評価の観点が記載。作業帳チェッ

クをすることにより形成的評価

を実施。 

留意点 「ノート」としてページの下に記載

し、本時指導上の留意点や学習内容

の関連情報、追加練習問題等幅広く

使っている。 

「ノート」としてページの下に記

載し、本時指導上の留意点や学習

内容の関連情報、追加練習問題等

幅広く使っている。 

作業帳解答 バリデーション版のため白黒で記

載あり 

赤刷りで記載あり 

 

7. 児童用作業帳検討事項 

(1) 2007～8 学校年度で 1,2 年生バリデーションをサンティアゴ 0805 地区で実施される。

その際、教室現場からのコメントを吸い上げて十分 GN が議論を重ねた上で改訂作業を

実施することが望ましい。同国カリキュラムに問題があること（学年間の学習内容の

重複など）からカリキュラムを生かしながら最終的には児童の学習に最大限寄与する

ためにはどうすればよいかの視点を大切にすることが望ましい。 

(2) バリデーションのための研修の経験や教訓が、今後普及段階で生かされるように戦略

的に計画・実施・評価されることが望ましい。 

(3) 2009年最終的に1～4年生までのバリデーションが終了してから同国カリキュラムの見

直しをすることが望まれる。 

 

8. 児童用練習帳の検討事項 

(1) 教科書と違いプロジェクト開発作業帳は毎年印刷配布を前提としているため今後より

よいものに改訂していくことが可能。教育省の方針を確認し、今後継続的にプロジェ

クト終了まで改訂作業を継続していくことも場合によっては必要かもしれない。 

(2) 今後の普及戦略を教育政策に位置づけ、プロジェクトの教材開発終了後の戦略に役立

てたい。 

 

9. 教師用指導書の検討事項 

(1) サンティアゴ0805地区教員を中心として指導書の使い勝手に関して調査していくこと

が必要。 

(2) 今後サンティアゴ地区以外でも（例えば新規教員養成課程教員等）指導書の内容、標
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記の仕方、使い勝手等を地域セミナーやナショナルセミナー等の場を設定して紹介、

意見を広く聞く場を設けることも一案。 

以上 
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１．概要 

1-1. プロジェクト名称 

 ドミニカ共和国算数指導力向上プロジェクト 

 

1-2. プロジェクト期間 

 2005 年 5 月 10 日～2010 年 5 月 09 日（5年間） 

 

1-3. プロジェクト対象国 

 ドミニカ共和国 

 

1-4. 受益対象者 

 コアグループ（GN）のメンバー及びサンティアゴ 08-05 地区、サントドミン

ゴ 15-03 地区、アズア 03-01 地区、サンペドロ 05-03 地区のバリデーション校

教員 

 

1-5．プロジェクト実施機関 

 ドミニカ共和国側：教育省（SEE） 

 日本側：国際協力機構（JICA） 

 

1-6. 評価概要 

本プロジェクトは 2005 年 5 月に開始し、2010 年 5 月に終了を予定している。残

り 2 年 4 ヶ月間の期間を残した段階で、JICA は 2008 年 02 月 03 日から 19 日ま

で調査団をドミニカ共和国に派遣し、日本側調査団とドミニカ共和国側評価委

員から成る評価者による中間評価が実施された。 

 

1-7. 評価工程 

当初の PDM が PO と共に 2006 年 4 月に合同調整委員会にて改訂された。プロジ

ェクトの達成状況に関する評価を、PDM に沿って以下の観点から実施する。 

 

（1）実績・実施プロセス 

１）実績 

投入、成果及びプロジェクト目標に関する達成度についての情報。詳細は

Ap ndice 1 を参照。 

 

2)実施プロセス 
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活動の実施状況に関する情報。詳細は Ap ndice 2 を参照。 

 

（２）5 項目評価 

1) 妥当性 

プロジェクト目標及び上位目標が受益者のニーズと合致しているか、ドミニカ

共和国の政策と日本の援助政策との整合性はあるかといった援助プロジェクト

の正当性を検討する。 

 

2) 有効性 

PDM のプロジェクト成果の達成度合いと、それがプロジェクト目標の達成にどの

程度結びついたかを検討する。 

 

3)効率性 

プロジェクトの投入から生み出される成果の程度を把握する。各投入のタイミ

ング、量、質の適切度を検討する。 

 

4)インパクト 

プロジェクトが実施されたことにより生じる直接・間接的な正負の影響を検討

する。 

 

5)自立発展性 

援助が終了した後も、プロジェクト実施による便宜が持続するかどうか、自立

発展に必要な要素を見極めつつ、プロジェクト終了後の自立発展の見通しを検

討する。 

 

1‐8 評価の目的 

 中間評価の目的は以下の通りである： 

(1)プロジェクトでの活動実績及び進捗をレビューし評価する。 

(2)プロジェクト終了時までの課題を明らかにする。 

(3)評価に基づきプロジェクトの重点活動を明らかにする。 

(4)プロジェクト終了時までの活動計画の提言を行う。 

 

1‐9 中間評価調査団 

中間評価は日本及びドミニカ共和国評価者からなる中間評価調査団によって実

施される。 
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1-9-1 日本側（中間評価調査団） 

・村田 敏雄 団長 

・丹原 一広 算数協力 

・小園 智寛 教育計画 

・高橋 悟  評価分析 

 

1-9-2 ドミニカ共和国側 

・ Kenny Fabi n: 国家教員養成研修機関評価分析局長 

・ V ctor Gal n: 教育省国家試験管理局長 

・ Lidia Dalmas : 教育省カリキュラム局アドバイザー 

・ Pablo Herasme: 経済計画開発庁国際協力担当官 

 

1-10 調査日程 

 月日 曜日 業務行程 

1 2 月 3 日 日 （高橋団員 ドミニカ共和国着） 

2 2 月 4 日 月 JICA 事務所訪問 

教育省表敬 

合同評価委員会 

3 2 月 5 日 火 サンチャゴ 08-05 地区教育事務所長インタビュー 

JOCV インタビュー 

指導主事インタビュー 

パイロット校“Miguel  ngel Jim nez”校訪問 

GN メンバーインタビュー 

4 2 月 6 日 水 サンチャゴ 08 地域教育事務所長訪問 

パイロット校“La Canela”校訪問 

5 2 月 7 日 木 教員研修視察 

GN メンバーインタビュー 

USAID インタビュー 

6 2 月 8 日 金 BID インタビュー 

GN メンバーインタビュー 

INAFOCAM 所長インタビュー 

基礎教育局長インタビュー 

7 2 月 9 日 土 資料整理 

8 2 月 10 日 日 資料整理 

（村田団長、小園団員 ドミニカ共和国着） 

9 2 月 11 日 月 INAFOCAM 表敬 

団内打合せ 

10 2 月 12 日 火 合同評価レポート案作成 

11 2 月 13 日 水 合同評価委員会 

12 2 月 14 日 木 合同評価委員会 

-    -104



 

13 2 月 15 日 金 合同評価委員会 

14 2 月 16 日 土 資料整理 

15 2 月 17 日 日 資料整理 

16 2 月 18 日 月 合同評価委員会（ファイナルドラフト作成）、合同調整委員会準

備 

17 2 月 19 日 火 合同調整委員会開催、ミニッツ署名、交換 

在ドミニカ共和国大使館報告 

 

２．中間評価結果 

2-1.  プロジェクトの達成状況 

2-1-1 成果 

PDM に記載の活動を通じた本プロジェクトの成果の達成状況は以下のとおり

である。詳細は Apéndice 1 を参照。 

 
成果 1：算数教育（教材作成、研修、モニタリング等）に関するコアグループ

の能力が向上する。 

 

指標：広域研修の結果 

 本プロジェクトのコアグループの人数はプロジェクト開始当初は 3 名であ

ったが、2006 年 4 月に 8 名に増やすことが双方によって合意された。6 名は

配置されていたが、2 名は未配置であった。しかし、教育省基礎教育局から

1 名が任命され、現在は 7 名となっている。 

 日本及びホンジュラスで行われた研修（Ap ndice 6 参照）と国内での日常

業務を通じて、コアグループの算数教育に関する能力は次の点で向上したと

いえる。 

 教科に関する知識（算数科そのものに対する正しい理解）  

 教材開発能力 

① 国家カリキュラムを系統表で示し、その内容を分析する能力 

② 個々の単元の指導計画を作成する能力 

③ 実際の授業案を作成する能力 

 ただし、これらが向上したことを客観的かつ定量的に示す文書は存在せず、

印象や推測の域を出ないのが現状である。 

 他方、広域専門家がコアグループの専門能力を測定するフォーマットを現在

作成中であり、本プロジェクトの終了時評価調査までには、その結果が定量

的に示される予定である。 

 教材（教師用指導書と児童用作業帳）の使用法に関する教員研修の実績と計

画は下表のとおりである。 
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実績 計画 時期 

場所 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回（最終）

サントド 

ミンゴ 

‘07.9.21-22  

(32 人) 

‘07.1.18 

(30 人) 

‘08.1.25

 (32 人)

‘08.2.7 

 (28 人) 
‘08.2.29 ‘08.4.11 ‘08.5.2 

サンチャ

ゴ 

‘07.8.13-17 

(198 人) 

‘07.10.5-6

 (102 人) 

‘07.12.7

 (94 人)

‘08.1.11 

 (97 人) 
‘08.2.29 ‘08.4.11 ‘08.5.2 

注：バリデーション協力校の数は全部で 20 校である。サントドミンゴでの研修には、サント

ドミンゴ、アスア、サンペドロ・デ・マコリスの 3 県から各 1 校（計 3 校）の教員が参加した。

サンチアゴでの研修には、サンチアゴ 08-05 地区のパイロット校 6 校とバリデーション協力校

11 校の教員が参加した。カッコ内の数値は参加者数である。 

 

 なお、これまでは教師用指導書と児童用作業帳作成に手一杯であったため、

コアグループによるパイロット校での授業観察、インタビュー、会議等は十

分に行われているとは言いがたい。 

 コアグループのバリデーションのための研修能力とモニタリング能力につ

いても、教材開発能力と同様に、今後広域専門家によって定量的に測定する

ツールが開発されることが期待される。 

 
成果 2-1: PROMETAM の教師用指導書（Gu a para Maestros y Maestras: GM）

と児童用学習帳（Cuaderno de Trabajo: CT）がドミニカ共和国の現状に即し

て修正され、基礎教育 1-4 年生のバリデーション版として作成される。 

成果 2-2: 2-1 で言及されたバリデーションが終了する。 

 

指標：成果品 

 

 そもそもホンジュラスとドミニカ共和国の算数のカリキュラムに違いがあ

るため、ホンジュラス版をドミニカ版にするには多大な時間を要した。しか

し、1-2 年生の教材（教師用指導書と児童用作業帳）作成を通じて得られた

知見と経験をもとに、3-4 年生の教材作成は大幅にスピードアップする見込

みである。 

 バリデーションの実績と予定は下表のとおりである。 

 

段階／学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

作成 2005 年 5月－ 

2007 年 5月 

2005 年 5月－ 

2007 年 8月 

2007 年 8月－ 

2008 年 4月 

2007 年 8月－ 

2008 年 4月 

試用・検証 2007 年 9月－ 

2008 年 6月 

2007 年 9月－ 

2008 年 6月 

2008 年 9月－ 

2009 年 6月 

2008 年 9月－ 

2009 年 6月 

最終修正 2008 年 3-6 月 2008 年 4-6 月 2009 年 3-6 月 2009 年 4-6 月 

注：太枠部分については記載されている期間に実施された。その他の部分については記載されて

いる期間に実施予定。 
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2-1-2 プロジェクト目標 

基礎教育レベルの1-4年生の算数の教師用指導書と児童用作業帳を修正し作成

する。 

 

指標：教師用指導書と児童用作業帳の教育省による公式承認 

 

 2008 年 2 月現在の教材作成の状況（実績と予定）は下表のとおりである。 

段階／学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

作成 2007 年 5月 2007 年 8月 2008 年 4月 2008 年 4月 

バリデーション 2008 年 6月 2008 年 6月 2009 年 6月 2009 年 6月 

公式承認 2008 年 6-7 月 2008 年 6-7 月 2009 年 6-7 月 2009 年 6-7 月

注：太枠部分については記載されている年月に終了した。その他の部分については記載されてい

る年月までに終了予定。バリデーションの概念は広いが、その大半の時間と労力は学校での試用

に費やされる。各教材はバリデーションを経て教育省によって公式承認されることになる。作成

に係る当初計画と実績との対比は Ap ndice 5 のとおりである。 

 

2-1-3 上位目標 

基礎教育学校の第 1 サイクルの教員の算数指導力を向上させる。 

 

指標：算数の授業分析の結果 

 

 上位目標は通例プロジェクト終了後 5～10 年後に達成される目標と想定さ

れている。その意味では、現時点でド国において基礎教育学校の第 1 サイク

ルの教員の算数指導力が向上したと断定するには時期尚早である。しかしな

がら、少なくともサンチャゴ 08-05 地区のバリデーション協力校の 2 校

（Miguel  ngel Jim nez 校と La Canela 校）の教員は、本プロジェクトの

枠組みで作成された教材、すなわち教師用指導書（Gu a para Maestros y 

Maestras: GM）児童用作業帳（Cuaderno de Trabajo: CT）のおかげで算数

の授業に良好な変化があったと述べている。さらに、算数以外の科目やバリ

デーション協力校以外の学校でも好影響が出ていることが確認されている

（Ap ndice 4 参照）。 

 

2-2. ５項目による評価 

評価 5 項目の観点から、「高い」、「中程度」、「低い」の 3 段階で評価した。詳

細は Ap ndice 3 を参照。 

 

2-2-1   妥当性 
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結果: 中程度  

(1) 政府政策との整合性 

 2004 年 8 月に発足したフェルナンデス政権は、社会的平等・公正と経済成

長の両立を通じた民主国家の強化を開発戦略として掲げ、1) 民主主義的統

治の強化、2) 各種制度改革による民主主義の強化、3) 経済の安定と成長の

回復、4) 経済の生産性と競争力の強化、5)社会の公正・平等の達成の 5 点

を基本目標としている。また、同大統領は就任演説において 2003 年の経済

危機の回復が急務であるとし、最優先課題としてマクロ経済安定化（国際的

信用回復、緊縮財政、金融システム強化）を掲げるとともに、社会政策とし

て貧困撲滅プログラムの実施、停電問題対応、労働力向上のための教育の質

改善等を挙げている。 

 プロジェクト形成時に参照された「ドミニカ教育開発戦略計画 2003-2012」

は、次の 5 つの戦略軸を挙げている。 

- 戦略軸 1: 民主化と平等（Democratizaci n y Equidad） 

- 戦略軸 2: 教育の質（Calidad de la Educaci n） 

- 戦略軸 3: 教員の質（Calidad del Docente） 

- 戦略軸 4: 地方分権化（Descentralizaci n） 

- 戦略軸 5: 財政（Financiamiento） 

 さらに「教育 10 ヵ年計画 2007-2017（第 5 稿）」は、上記の戦略軸に関連す

る 10 の政策を示している。 

 本プログラムは、基礎教育レベルの 1-4 年生の算数の教師用指導書（GM）と

児童用作業帳の作成を通じ、上記の下線を引いた戦略軸に呼応するものであ

る。 

 このように、本プロジェクトはド国の開発政策及びニーズと合致している。 

 

(2) ターゲットグループのニーズとの整合性 

 本プロジェクトのターゲットグループは、コアグループのメンバーと、サン

チャゴ 08-05 地区の 17 校の基礎教育学校の教員、サントドミンゴ、アスア、

サンペドロ・デ・マコリスの各 1 校（計 3 校）の教員である。 

 教育省カリキュラム局の本来業務は、自ら教材（教師用指導書と児童用作業

帳）を作成するのではなく、民間企業が作成した教科書を精査し、その中か

ら良いものを選定し配布することである。しかし、本プロジェクトでは同省

のスタッフが自ら教材を作成するように設計されており、その点において彼

らは当初戸惑ったうえに、業務量や負担が増えたことは否めない。それにも

かかわらず、コアグループのメンバーは本作成プロセスを通じて多くの知見
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と能力を身につけることができたと実感しており、彼らはこの作業を概ね肯

定的に捉えている。 

 また学校現場においては、教員は教授力の向上に資する教材と研修を強く求

めており、児童は良い教材を欲し、算数を楽しく学びたいと願っていた。 

 このように、プロジェクト目標はターゲットグループのニーズと符合してい

る。 

 

(3) 日本の ODA 政策との整合性 

 日本政府は 2002 年に発表された「成長のための基礎教育イニシアティヴ

（BEGIN）」において、開発途上国の教育の「質」向上への支援を重点事項と

して位置づけており、その中で次の 3 点を細目として挙げている。 

1) 理数科教育支援 

2) 教員養成・訓練に対する支援 

3) 学校の管理・運営能力の向上支援 

 2003 年 8 月に実施された日・ドミニカ現地経済協力政策協議において、わ

が国の援助重点分野を。1) 農林水産業、2) 保健、3) 教育、4) 環境、5) 貿

易投資促進, 6) 観光の 6 分野に絞り込むことで先方政府と合意している。 

 このように、本プロジェクトは日本の ODA 政策と整合している。 

 

(4) その他（計画の妥当性に関する情報・考察等） 

 本プロジェクトはマクロ的な妥当性は高いものの、その設計において、妥当

性及び他の項目の評定を下げる欠陥を内包していたと考えられる。具体的に

は、ドミニカ国内に滞在する日本人の長期専門家不在のもとに技術協力プロ

ジェクトを行うことが当初計画されていたことである。PDM に記載されてい

る日本側の人的投入はホンジュラスに滞在する日本人専門家だけであり、彼

らが時々行う技術支援に過度に依存した設計となっている。 

 現時点において教育省は、本プロジェクトが作成している児童用作業帳はあ

くまでも児童用作業帳であって教科書ではないと認識している。他方日本側

は、名称は児童用学習帳（Cuaderno de Trabajo: CT）であるが、内容はド

国のカリキュラムに準じており、実質的には教科書と同じものと見なしてい

る。したがって両者の見解には齟齬がある。この点について、プロジェクト

形成段階で、教科書とは異なる児童用作業帳を作成するのか、名称は児童用

作業帳であるが実質的には教科書と同じものを作成するのかについて、深く

議論をした形跡はない。PDM を読む限り、ホンジュラス版児童用作業帳の名

称を変えずにそのままドミニカ共和国に持ち込み、これに修正を加えること

-    -109



 

を目指しているように受け取れる。双方は、2005 年当時、ドミニカ共和国

側が真に必要としていたのは教科書であったのか児童用学習帳であったの

か、また児童用学習帳であったとしても、その内容や位置づけを十分に議論

せずに、プロジェクトを開始し今日に至っている。 

 なお、USAID も Teacher Effectiveness（TEF）というプロジェクトにおいて、

基礎教育 1-4 年生の“生徒のための本”を算数の教材（libro del estudiante）

を作成中である。 

 

2-2-2 有効性 

結果: 中程度  

(1) プロジェクト目標に対する成果の貢献 

 プロジェクト目標と成果は部分的に達成されているが、本プロジェクトはそ

れらの達成に向けて進展している。 

＜教材作成＞ 

 Ap ndice 1 に記載のとおり、第 1～2学年用教材（教師用指導書と児童用作

業帳）は作成済みであり、現在 20 校（サンチャゴ 17 校、サントドミンゴ 1

校、アスア 1 校、サンペドロ・デ・マコリス 1 校）でバリデーション中であ

る。第 3～4 学年用教材は現在作成中であり、2008 年 4 月までにバリデーシ

ョン版が作成される予定である。 

 また本プロジェクトでは教材の効果を測定するために、次のような学力試験

を児童（4 県で約 1500 名）を対象に行った。これにより定量的な結果を得

ることができると考えられる。 

 2008 年 1 月 2008 年 6 月 

1 年生 
― 

GM と CT 導入後に、1 年生で学んだ内容を
どれだけ理解しているかを測定する学力
試験 

2 年生 GM と CT 導入前に、1 年生で学んだ内容
をどれだけ理解しているかを測定する
学力試験 

GM と CT 導入後に、2 年生で学んだ内容を
どれだけ理解しているかを測定する学力
試験 

3 年生 GM と CT 導入前に、2 年生で学んだ内容
をどれだけ理解しているかを測定する
学力試験 

― 

 これら教材の作成を通じて、コアグループのメンバーは自身の算数教育に関

する能力が向上したと感じている。 

＜パイロット校の教員の研修＞ 

 教育向上を図るための戦略プロセスでは、まず教材を開発し次にその教材で

提示された方法を基に教員研修が計画される必要がある。そのため現在まで

プロジェクト活動の優先度は教材開発に置かれてきた。したがって教員研修
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に関するプロジェクトの進捗は教育省が期待する水準まで達していない。 

 教師用指導書と児童用作業帳使用法に関する研修は2007年8月に開始され、

2008 年 5 月に予定されている 7 回目の研修をもって終了する予定である。

こうした研修計画が作成されている。 

＜パイロット校でのフォローアップ＞ 

 コアグループのメンバーによるパイロット校でのフォローアップ（授業観察、

インタビュー、会議等）はこれまでほとんど行われなかった。その理由は、

本来業務に加えて教材作成に多忙であったからである。 

 

 総じて本プロジェクトは着実に活動を進めており、このペースを維持してい

けばプロジェクト終了時までに成果を達成するとともに、プロジェクト目標

を達成することが期待できる。 

 

(2) プロジェクト目標及び成果の達成のための阻害・貢献要因 

＜阻害要因＞ 

 在ドミニカの日本人専門家なしのプロジェクトの設計 

 JICA はプロジェクト開始後 2年を経てようやく長期のプログラム専門家

を派遣した。  

 在ホンジュラス広域専門家に対する過度な期待 

 来訪は 2 ヶ月に 1 回のペース。滞在期間は 5 日間（実質的には 3 日間）。

これでは十分に議論を尽くすことができない。 

 ホンジュラス版をドミニカ版に修正すればよいという安易な考え方 

 ホンジュラスのカリキュラムとドミ共のそれは異なっており、ホンジュ

ラス版をどのように修正するかについて多大が時間と労力を要した。両

国の同質性と異質性は以下のようにまとめられるが、これらついてプロ

ジェクト形成段階で精査された形跡はない。 

同質性、類似性、近接性 異質性（ちがい） 

  言語（スペイン語） 

  地理的近接（中米・カリブ） 

  カリキュラム（算数） 

  文化・風土 

 

＜貢献要因＞ 

 本プロジェクトがドミニカ共和国政府（教育省）のニーズに対応したもので

あること 

 本プロジェクトが算数教育における教員と児童のニーズに対応したもので

あること 
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 日本人専門家によって行われた広域研修及び日本の経験に基づいて提供さ

れた指導・助言 

 域内の他国と経験を共有できたこと 

 プロジェクト実施に際してのコアグループのメンバーの熱意 

 

2-2-3 効率性 

結果: 中程度 

(1) 成果達成のための投入と活動の適切さ 

 投入と活動は成果を生み出すことに寄与している。 

 人材、機材、経費などの投入はすべてプロジェクトの実施に不可欠な要素と

なっている。 

 2005 年にスタートした本プロジェクトは、当初、在ドミニカ日本人専門家

とドミニカ人専任者の不在により、活動の中心をサンチャゴ 08-05 地区にお

ける学校教員の研修モデルの構築に置いていた。しかし、2006 年 3 月にプ

ロジェクトのデザインが変更されてからは顕著な進捗が見られる。 

 教材（教師用指導書と児童用作業帳）に関しては、2008 年 6 月までに第 1

～2 学年用のバリデーション版が最終修正され、2009 年 6 月までに第 3～4

学年用のバリデーション版が最終修正される予定である。したがって、プロ

ジェクト目標は協力期間中に達成される見込みである。 

 

(2) ドミニカ側及び日本側の投入の適切さ 

 Ap ndice 1 に記載のとおり、ドミニカ側の投入は適切に行われている。 

 Ap ndice 1 に記載のとおり、日本側の投入も適切に行われている。 

 

(3) 運営管理の効率性 

 本プロジェクトは最大限の成果を生むために国内と域内のリソースをフル

に活用している。 

 他方既述のとおりプロジェクトの効率性に影響を及ぼした幾つかの阻害要

因が存在する。 

 

2-2-4 インパクト 

結果: 中程度 

(1) 上位目標達成の見込み 

 上位目標は通例プロジェクト終了後 5～10 年後に達成される目標と想定さ

れている。しかしながら、少なくともサンチャゴ 08-05 地区のバリデーショ
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ン協力校の 2 校（Miguel  ngel Jim nez 校と La Canela 校）の教員は、算

数教育に変化が見られると述べている（詳細は Ap ndice 4 参照）。 

 既述のとおりパイロット及びバリデーション協力校の教員は昨年 8 月から

教材の使用法に関する研修を受講するようになった。彼らは基本的に月 1 回、

1 日の研修に参加するために学校を休む。これはある意味で彼らの他の業務

を圧迫し、児童が学ぶ機会が奪われてしまうという点で犠牲であるともいえ

る。しかし、教員は一様にこれらのデメリットを補って余りあるメリットを

得ていると述べている。具体的な指導法を学べることに加えて、特に他の学

校の教員と意見交換や経験共有をできることが有益であると述べる教員が

多い。 

 教材を活用し、研修を受講することによって、多くの教員が同様の変化を感

じ取ることが期待される。 

 

(2) プロジェクト実施によるインパクトと波及効果 

 大きな阻害要因は見当たらないが、何名かの教員は教師用指導書と児童用作

業帳の導入によって、事前に材料や道具を用意しなければならなくなり、以

前よりも多くの時間を授業の準備に充てなければならなくなったと述べて

いる。このコメントから、彼らが新しく開発された教材を用いて新しい教授

法に適応しようと奮闘している様子がうかがえる。 

 上述のとおり教員の算数指導力向上に伴って児童の学ぶ姿勢にも良好な変

化が見られる。児童は算数を恐れなくなり、算数が好きになり、また他の科

目も好きになった。その結果、学校が好きになり、欠席しなくなった児童が

いる、とコメントした教員もいる。 

 さらに教材（特に児童用作業帳）に関して、保護者からも好意的なコメント

が寄せられている。これらについては Ap ndice 4 を参照されたい。 

 なお、以上はあくまでも教員の定性的な印象や感覚であるため、「有効性」

の表中で述べたとおり、教材の効果を測定するために、児童を対象に 2008

年内に学力試験を 2 回実施し、定量的な結果を得ることを予定している。 

 

2-2-5 自立発展性 

結果: 中程度 

(1) 政策・制度的側面 

 教育省が教材を全国に普及するには客観的かつ定量的なエビデンスが必要

である。その意味では、「有効性」の表中で述べたとおり、教材の効果を測

定するために、児童を対象とした 2 回の学力試験の結果を待つ必要がある。 
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 現在 INAFOCAM は、算数の指導法、教科内容の知識、及び本プロジェクトで

行っている教材の作成・使用についての研修を一つのディプロマコースとし

て提供することを検討している。このディプロマコースは INAFOCAM が大学

に研修の実施を委託してするものである。 

 

(2) 組織・技術的側面 

 2008 年 2 月までに延べで 25 名が本邦研修と広域研修を受けている。これら

の研修受講者の中には教育省の局長レベルの人材も含まれている。彼らと

GN メンバーが現在の職場に継続して勤務する限り、算数教育に関する知識

と経験は教育省内に定着するものと思料される。 

 そのためには、以下の能力を向上させる必要がある。 

 算数科に関する知識  

 教材開発能力 

 研修実施能力 

 モニタリング能力 

 

(3) 財政的側面 

 教育省は十分な予算を確保しており、 教材の印刷・普及に関する資金的心

配は少ない。 

 INAFOCAM は十分な予算を確保しており、教材の使用法に関する研修、ある

いはその研修を含めたディプロマコースの提供に関する資金的心配は少な

い。 

 

2-3.  プロジェクトの実施プロセス 

2-3-1 プロジェクト運営体制 

 2005 年 5 月 10 日に署名された討議議事録（R/D）によれば、教育省大臣か

それが任命する者がプロジェクト・セネラル・ディレクターとして本プロジ

ェクトの運営・実施における全責任を担い、INAFOCAM の長がプロジェクト・

ディレクターとして本プロジェクトの管理・技術面における責任を担うと規

定されている。 

 カウンターパート（コアグループのメンバー）の人数は 3 人から 7 人に増加

した。彼らは日本人専門家と緊密に働き、本プロジェクトの様々な活動にお

いて重要な役割を果たしている。プロジェクトの実施体制図は Ap ndice 8

とおりである。 
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2-3-2 活動の実施 

 プロジェクト活動の当初計画と実績は Ap ndice 5 に示されている。 

 教材作成に必要な時間、作業量、具体的な業務がプロジェクト形成段階で細

かく検討・計算されなかった。さらに当時、ドミニカに滞在する算数教育の

日本人スペシャリストを想定していなかった。 

 それにも関わらず、プロジェクト活動は日ド双方の不断の努力で実施されて

いる。 

 

2-3-3 プロジェクト関係者間のコミュニケーション 

 技術的なレベルでは多少の意見の食い違いはあるものの、カウンターパート

（コアグループのメンバー）と日本人専門家とのコミュニケーションは日常

業務や会議を通じて概ね順調に行われている。 

 

2-3-4 モニタリングと評価 

 合同調整委員会（CCC）は重要事項について協議し意思決定を行った。同委

員会は 2006 年 2 月と 2007 年 6 月に開催されている。 

 中間評価調査が 2008 年 2 月に実施された。終了時評価調査は 2009-2010 年

に行われる予定である。 

 

2-3-5 当事者意識 

 教育省はドミニカ共和国の基礎教育学校の第 1 サイクルの教員の算数指導

力を向上させるためには本プロジェクトが不可欠であると認識している。 

 コアグループのメンバーは彼ら自身が作成した教材に特別な愛着を感じて

いる。 

 

2-3-6  技術協力の方法 

 本プロジェクトは、JICA の広域協力の枠組みでホンジュラス共和国算数指

導力向上プロジェクト（PROMETAM）の第 2 フェーズから技術支援を受けてい

る。広域協力は 5 カ国（ドミニカ共和国、エルサルバドル、グアテマラ、ニ

カラグア及びホンジュラス）の 5 つのプロジェクトから構成されている。 

 本プロジェクトは、主にホンジュラスから派遣される日本人専門家から技術

支援を受けている。彼らの努力と献身が賞賛に値するものであることは疑い

ない。しかし、広域専門家のドミニカ共和国訪問は 2 ヶ月に 1 回のペースで

あり、毎回の滞在期間は実質 3 日間であることから、日本人専門家がコアグ

ループに対して十分な技術（専門性）移転を行うことはむずかしく、またコ
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アグループにとってもそうした短期間で日本人専門家から授かる知識とス

キルを十分に咀嚼・吸収することは困難と思料される。その意味で、本プロ

ジェクトは構造的困難さと地理的制約を最初から内包していたといえる。 

 JICA の全体プログラムの中で、本プロジェクトと青年海外協力隊員（JOCV）

は、連絡を取り、相互にその活動を補完し合っている。 

 USAID が西語と算数に関する協力プロジェクトを行っている。一つは、「読

み書きにおける教員研修のためのセンター・オブ・エクセレンス（CETT）」

と呼ばれるものであり、もう一つは「教員の有効性（TEF）」と呼ばれるもの

である。両者の関係は下表のとおりである。USAID は TEF においてカトリッ

ク大学（Pontificia Universidad Cat lica Madre y Maestra）に対して教

材作成と教員研修（サントドミンゴ、サンチャゴ、ベガの教員 840 人を対象）

を業務委託している。 

学年 国語（スペイン語） 算数 

1 

2 

3 

CETT 

4 TEF 

TEF 
（libro del profesor と 

libro del estudiante の作成 

注：現時点での TEF の成果品としては、3 年生用の書籍（libro del estudiant）が完成して

いるのみである。 

 

2-4.  結論 

 プロジェクト目標は協力期間内に達成される見込みである。 

 本プロジェクトは、目標・成果を達成するための投入や実施体制の検討が不

十分であった。PDM においては、在ドミニカ共和国の日本人専門家なしに、

在ホンジュラスの日本人専門家（広域専門家）が時々ドミニカ共和国を訪問

して技術支援を与えることになっていた。このような“遠隔操作”では、ド

ミニカ共和国人のコアグループ（GN）と緊密に協働することは困難であった。

これに加えて、ホンジュラスで開発された教材（GM と CT）をドミニカ共和

国に持ち込こんで修正する際、双方のカリキュラムや、その背景となる文

化・風土の相違を十分考慮していなかったため、想定以上の困難を招いた。

上記の事情により、事業の進捗が当初期待されていたとおりには進まなかっ

た。 

 しかし、2006 年 3 月にプロジェクトのデザインを変更し、2007 年 5 月に個

別専門家（基礎教育プログラム強化）が派遣されてからは顕著な進捗が見ら

れる。教材（教師用指導書と児童用作業帳）に関しては、1-2 年生用の教材

は 2008 年 7 月までに、3-4 年生用の教材は 2009 年 7 月までに公式に承認さ
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れる予定である。したがって、プロジェクト目標は協力期間内に達成される

見込みである。 

 なお、本プロジェクトは 2010 年 5 月に終了することになっているが、今後

残りの期間において、次の 2 つの活動の実施を予定している。一つは教材の

使用法に関する教員研修を定期的に実施することである。もう一つは教員の

教えと児童の学びに対して教材がどれだけインパクトを与えたかその効果

を検証することである。 

 

3．提言 

3-1. 教材の位置づけについて 

調査の結果、一部の関係者から児童帳作業帳（CT）は「教科書」としての要

件を満たしていないとの懸念が示された。他方、パイロット校の教員からは

優れた教材であるとの評価を得ており、合同評価委員会としても、少なくと

も現在バリデーション版が作成されている１，２年生の教材については、教

科書として使用可能な水準にあると考えている。 

しかしながら、「作業帳」の名称が教材の内容を反映しておらず、教材の内

容を十分に理解していない人の誤解を招いていた。従って、合同評価委員会

は、名称を「libro de estudiantes」に変更するよう提言する。 

なお、教材作成については、これまでの編集方針を維持し、バリデーション

を行うこと、また、教育省の検定を経て、早期に教材の位置づけを確定する

ことを提言する。 

 

 

3-2. 研修のシステム化 

研修のシステム化について、日本側とドミ共側でこれまで見解の相違があっ

たが、合同評価を経て、「開発教材を用いた研修を試行し、将来の普及に向

けて、その経験をとりまとめる」こととの認識を共有した。 

 

3-3. コアグループの拡大 

 

2006 年 2 月署名のミニッツによれば、GN は 6 名となっているが、現在は 7

名体制になっている。したがって、2007 年に加わった教育省技官 1 名を正

式に GN として任命することを提言する。 

また、プロジェクトの円滑な実施のため、今後は作業量に応じた実施体制の

強化（人員確保を含む）が必要である。 
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3-4. GN の能力測定 

これまで、GN の能力向上の度合いを測定する指標が存在しなかった。そこ

で、中間評価において関係者と協議した結果、以下の指標について、定量的、

定性的に測定することを提言した。 

１）教材開発 

２）研修実施 

３）モニタリングの能力 
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。
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教
員

が
参

加
し

た
。
サ

ン
テ
ィ

ア
ゴ
で
の

研
修

に
は

、
サ

ン
テ

ィ
ア

ゴ
08
-
05

地
区

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

6
校
と

バ
リ

デ
ー

シ
ョ
ン

協
力
校

11
校
の

教
員

が
参
加

し
た

。
カ

ッ
コ

内
の

数
値

は
参

加
者

数
で

あ
る

。
 

 
 

 
 
な

お
、
こ
れ

ま
で

は
GM

と
CT

作
成
に

手
一

杯
で

あ
っ

た
た

め
、
コ
ア

グ
ル

ー
プ

に
よ
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

で
の

授
業

観
察
、
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
、
会
議

等
は
十

分
に
行

わ
れ

て
い

る
と

は
言

い
が

た
い

。
 

 
 
コ

ア
グ

ル
ー

プ
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
研

修
能

力
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

能
力

に
つ

い
て
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3 

も
、
教

材
開

発
能

力
と

同
様
に

、
今

後
広

域
専

門
家

に
よ
っ

て
定
量

的
に

測
定

す
る

ツ
ー

ル
が

開
発

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

2
-
1
. 

P
R
O
M
E
TA
M

の
教

師
用

指
導

書
と

児
童

用
学

習
帳

が
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

の
現

状
に

即
し

て
修

正
さ

れ
、
基

礎
教

育
1-
4
年

生
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
版

と
し

て
作

成
さ

れ
る
。

 
 2
-
2
.  

2
-
1

で
言

及
さ

れ
た

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
が

終
了

す
る

。
 

2
.
 
成

果
品

 
 

 
そ

も
そ

も
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
と

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
の

算
数

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

違
い

が
あ

る
た

め
、

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

版
を

ド
ミ

ニ
カ

版
に

す
る

に
は

多
大

な
時

間
を

要
し

た
。

し
か

し
、

1
-
2

年
生

の
教

材
（

GM
と

C
T
）
作
成

を
通
じ

て
得

ら
れ

た
知

見
と

経
験
を

も
と

に
、
3-
4
年
生
の

教
材

作
成
は

大
幅

に
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ
プ
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

 
 

 
バ

リ
デ
ー

シ
ョ

ン
の

実
績

と
予

定
は
下

表
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

作
業

／
学

年
 

1
年

生
 

2
年

生
 

3
年

生
 

4
年

生
 

作
成
 

2
0
0
5
年

5
月
 
-
 

2
0
0
7
年

5
月
 

0
0
5
年

5
月
 
-
 

2
0
0
7
年

8
月

 
2
0
0
7
年

8
月

 
-
 

2
0
0
8
年

4
月

 
2
0
0
7
年

8
月

 
-
 

2
0
0
8
年

4
月

 

試
用

・
検

証
 

2
0
0
7
年

9
月

 
-
 

2
0
0
8
年

6
月
 

2
0
0
7
年

9
月

 
-
 

2
0
0
8
年

6
月

 
2
0
0
8
年

9
月

 
-
 

2
0
0
9
年

6
月

 
2
0
0
8
年

9
月

 
-
 

2
0
0
9
年

6
月

 

最
終
修
正
 

2
0
0
8
年

3
-6

月
 

2
0
0
8
年

4
-6

月
 

2
0
0
9
年

3
-6

月
 

2
0
0
9
年

4
-6

月
 

注
：

こ
の

表
は

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
達

成
状

況
」

の
欄

に
記

載
の
表

と
基

本
的

に
同

じ
で

あ
る
。
 

前
提

条
件

及
び

外
部

条
件

 

＜
前

提
条

件
＞

 
 

 
「

ド
」
国

政
府

が
、
コ

ア
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
従

事
で

き
る

よ
う

保
証

す
る
。
 

＜
外

部
条

件
＞

 
 

 
算

数
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

の
基

本
方

針
が

変
わ

ら
な

い
（

過
度

に
変

更
さ

れ
な

い
）
。

 
 

 
教

育
政

策
の

基
本

方
針

が
変

わ
ら
な

い
。

 
 

 
教

員
研

修
が

機
能

し
て

い
る

。
 

 
＜

前
提
条

件
＞

 
 

 
既

述
の
と

お
り

コ
ア

グ
ル

ー
プ

の
人
数
は

3
名
か
ら

7
名
に

増
加
し

た
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

開
始

か
ら

今
日

ま
で

メ
ン

バ
ー

の
交

替
は
な

く
、

人
員

は
安

定
し

て
い
る

。
7
名

全
員

が
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
積

極
的

に
関

わ
っ
て

い
る

。
彼

ら
の

リ
ス

ト
は
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 ＜
外

部
条

件
＞

 
 

 
変

更
な
し

。
基

礎
教

育
レ

ベ
ル

の
算
数

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
基

本
方
針

は
維

持
さ

れ
て

い
る

。
 

 
 
変

更
な
し

。
教

育
政

策
の

基
本

方
針
は

維
持

さ
れ

て
い

る
。

 
 

 
変

更
な
し

。
 

投
入

実
績

 

ド
ミ

ニ
カ

側
 

a
.
 
コ

ア
グ
ル

ー
プ
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
1

名
／

I
N
A
F
O
CA
M
、
算
数
分
野
の

a
.
 2

0
0
8
年

2
月
現

在
、

直
接
的

C/
P
で

あ
る

コ
ア

グ
ル

ー
プ

の
メ
ン

バ
ー

は
7
名
で

あ
る

。
A
p
 
n
d
ic
e
 8

の
実

施
体

制
図
を

参
照
。

 
b
.
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
必

要
な

施
設
・
事
務

ス
ペ

ー
ス

は
I
N
A
FO
C
A
M
に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

て
い

る
。 
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4 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

チ
ー

ム
4

名
／

教
育

省
、
バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
担

当
1
名
／

サ
ン

テ
ィ

ア
ゴ

0
8-
0
5
地

区
教

育
事

務
所

）
*
 2
0
06

年
2

月
現

在
 

b
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
施

設
・
事
務

ス
ペ

ー
ス
 

c
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
経

費
 

d
.
 
I
N
A
F
O
CA
M

に
よ

る
算

数
能

力
向

上
の

た
め

の
研

修
 

c
.
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
必

要
な

経
費
は

ド
ミ

ニ
カ

側
（

教
育

省
、
IN
A
F
OC
A
M
、
サ

ン
テ
ィ

ア
ゴ

0
8
-
05

地
区

教
育

事
務

所
）

に
よ

っ
て

然
る

べ
く

賄
わ

れ
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

I
N
A
F
O
CA
M
の

拠
出

額
は

以
下
の

と
お
り

で
あ

る
。

 
 

2
0
0
5
年
 

2
0
0
6
年

 
2
0
0
7
年

 
2
0
0
8
年

 
総 額

 
1
,
7
5
0
,0
0
0
ペ

ソ
 

4
,
5
00
,0
0
0
ペ

ソ
 

3
,
2
0
0
,0
0
0
ペ

ソ
 

9
8
0
,
0
00

ペ
ソ

（
現

時
点

ま
で

）
 

d
.
 研

修
に
係

る
す

べ
て

の
経

費
は

IN
AF
O
C
AM

に
よ

っ
て

賄
わ
れ

て
い
る

。
 

日
本

側
 

a
.
 
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

チ
ー

ム
（

ド
ミ

ニ
カ

人
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）
 

b
.
 
コ

ア
グ

ル
ー

プ
の

本
邦

及
び

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

在
外

広
域
研

修
 

c
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
経

費
（

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
の

教
材

の
印

刷
等

）
 

d
.
 
「

ド
」
国

の
必

要
に

応
じ

た
広

域
専

門
家

に
よ

る
追

加
研

修
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
い

っ
た

P
R
O
M
E
TA
M
の
技
術
支
援
 

a
.
 日

本
側
は

2
名

の
ド

ミ
ニ

カ
人

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
雇

用
し

て
い
る

。
 

b
.
 こ

れ
ま
で

に
以

下
の

広
域

研
修

が
実
施

さ
れ

た
。

詳
細
は

A
p
 
n
d
ic
e
 6

を
参

照
。

 
1
)
 
本
邦
広
域
研
修
（
4
人
）
－

 2
0
05

年
1
0
-
11

月
 

2
)
 
ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

在
外

広
域
研
修

（
5
人
）

―
 
 
2
00
6
年

4
-
5
月

 
3
)
 
本
邦
広
域
研
修
（
4
人
）
 
―
 
 
20
0
6
年

6
-7

月
 

4
)
 
ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

在
外

広
域
研
修

（
8
人
）

―
 
 
2
00
7
年

4
-
5
月

 
5
)
 
本
邦
広
域
研
修
（
4
人
）
 
―
 
 
20
0
7
年

1
1-
1
2
月

 
c
.
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
必

要
な

経
費
は

日
本

側
に

よ
っ

て
然

る
べ
く

賄
わ

れ
て

い
る

。
現

地
業

務
費
の
支
出
状
況
は

A
p
 n
d
ic
e
 
9
の
と

お
り

で
あ

り
、

供
与

機
材
は

A
p
 n
d
i
ce
 
1
0
の
と

お
り

で
あ
る

。
 

d
.
 以

下
の
日

本
人

専
門

家
が

ホ
ン

ジ
ュ
ラ

ス
か

ら
派

遣
さ

れ
た

。
詳
細

は
A
p
 
nd
i
c
e
 1
1
を
参

照
。 

-
 
西

方
憲

広
（

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ
ー

）
 

-
 
阿

部
し

お
り

（
算

数
教

育
）

 
-
 
丹

原
一

広
（

副
総

括
／

業
務

調
整
）

 
-
 
関

谷
武

司
（

授
業

評
価

）
 

さ
ら

に
以

下
の

専
門

家
が

日
本

か
ら
派

遣
さ

れ
た

。
詳

細
は

A
p
 n
d
i
ce
 
1
1
を

参
照

。
 

-
 
木

屋
信

明
（

基
礎

教
育

プ
ロ

グ
ラ
ム

強
化

）
 

-
 
村

田
敏

雄
（

研
修

シ
ス

テ
ム

）
 

-
 
夏

坂
哲

志
（

授
業

改
善

）
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1 

A
pé

nd
ic

e 
2 

 

評
価

グ
リ

ッ
ド

：
５

項
目

に
よ

る
評

価
 

 

妥
当

性
：

中
程

度
 

評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
政
府
政
策
と
の
整
合
性

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

上
位

目
標

は
国

家

の
開

発
計

画
・

政
策

に
合

致
し

て
い

る
か
。

 

 
20

04
年

8
月
に
発
足
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
政
権
は
、
社
会
的
平
等
・
公
正
と
経
済
成
長
の
両
立
を
通
じ
た
民
主
国

家
の

強
化

を
開

発
戦
略

と
し

て
掲
げ

、
1)

 民
主
主
義

的
統

治
の

強
化
、

2)
 各

種
制
度

改
革
に

よ
る

民
主
主

義
の

強

化
、

3)
 経

済
の
安
定
と
成
長
の
回
復
、

4)
 経

済
の
生
産
性
と
競
争
力
の
強
化
、
⑤
社
会
の
公
正
・
平
等
の
達
成
の

5
点
を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
大
統
領
は
就
任
演
説
に
お
い
て

20
03

年
の
経
済
危
機
の
回
復
が
急
務
で

あ
る
と
し
、
最
優
先
課
題
と
し
て
マ
ク
ロ
経
済
安
定
化
（
国
際
的
信
用
回
復
、
緊
縮
財
政
、
金
融
シ
ス
テ
ム
強
化
）

を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
社
会
政
策
と
し
て
貧
困
撲
滅
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
停
電
問
題
対
応
、
労
働
力
向
上
の
た
め

の
教
育
の
質
改
善
等
を
挙
げ
て
い
る
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
時
に
参
照
さ
れ
た
「
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
教
育
開
発
戦
略
計
画

20
03

-2
01

2」
は
、
次
の

5
つ
の

戦
略
軸
を
挙
げ
て
い
る
。

 
- 
戦
略
軸

1:
 民

主
化
と
平
等
（

D
em

oc
ra

tiz
ac

ió
n 

y 
Eq

ui
da

d）
 

- 
戦
略
軸

2:
 教

育
の
質
（

C
al

id
ad

 d
e 

la
 E

du
ca

ci
ón
）

 
- 
戦
略
軸

3:
 教

員
の
質
（

C
al

id
ad

 d
el

 D
oc

en
te
）

 
- 
戦
略
軸

4:
 地

方
分
権
化
（

D
es

ce
nt

ra
liz

ac
ió

n）
 

- 
戦
略
軸

5:
 財

政
（

Fi
na

nc
ia

m
ie

nt
o）

 
 

さ
ら
に
「
教
育

10
ヵ
年
計
画

20
07

-2
01

7（
第

5
稿
）」

は
、
上
記
の
戦
略
軸
に
関
連
す
る

10
の
政
策
を
示
し
て
い

る
。

 
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
基
礎
教
育
レ
ベ
ル
の

1-
4
年
生
の
算
数
の
教
師
用
指
導
書
（

G
M
）
と
児
童
用
作
業

帳
（

C
T）

の
作
成
を
通
じ
、
上
記
の
下
線
を
引
い
た
戦
略
軸
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
ド
」
国
の
開
発
政
策
及
び
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
。

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー

ズ
と
の
整
合
性

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る

か
。

 

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ

08
-0

5
地
区
の

17
校
の
基
礎
教
育
学
校
の
教
員
、
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
、
ア
ス
ア
、
サ
ン

ペ
ド
ロ
・
デ
・
マ
コ
リ
ス
の
各

1
校
（
計

3
校
）

の
教
員
で
あ
る
。

 
 

教
育
省
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
局
の
本
来
業
務
は
、
自
ら
教
材
（

G
M

と
C

T）
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
民
間
企
業
が
作

成
し
た
教
科
書
を
精
査
し
、
そ
の
中
か
ら
良
い
も
の
を
選
定
し
配
布
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
同
省
の
ス
タ
ッ
フ
が
自
ら
教
材
を
作
成
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
彼

ら
は
当
初
戸

惑
っ
た
う
え
に
、
業
務
量
や
負
担
が
増
え
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
本
作
成
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
多
く
の
知
見
と
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
お
り
、
彼
ら

は
こ
の
作
業
を
概
ね
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

 
 

ま
た
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
教
員
は
教
授
力
の
向
上
に
資
す
る
教
材
と
研
修
を
強
く
求
め
て
お
り
、
児
童
は
良
い
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教
材
を
欲
し
、
算
数
を
楽
し
く
学
び
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

 
 

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
と
符
合
し
て
い
る
。

 
日

本
の

O
D

A
政

策
と

の
整

合

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
我

が
国

の
O

D
A

政
策

及
び

JI
C

A
の

国
別

事
業

実
施

計
画
と
合
致
し
て
い
る
か
。

 

 
日
本
政
府
は

20
02

年
に
発
表
さ
れ
た
「
成
長
の
た
め
の
基
礎
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（

B
EG

IN
）」

に
お

い
て
、
開

発
途
上
国
の
教
育
の
「
質
」
向
上
へ
の
支
援
を
重
点
事
項
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
中
で
次
の

3
点
を
細
目

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

 
1)

 理
数
科
教
育
支
援
、

2)
 教

員
養
成
・
訓
練
に
対
す
る
支
援
、

3)
 学

校
の
管
理
・
運
営
能
力
の
向
上
支
援

 
 

20
03

年
8
月
に
実
施
さ
れ
た
日
・
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
現
地
経
済
協
力
政
策
協
議
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
援
助
重
点
分

野
を
。

1)
 農

林
水
産
業
、

2)
 保

健
、

3)
 教

育
、

4)
 環

境
、

5)
 貿

易
投
資
促
進

, 
6)

 観
光
の

6
分
野
に
絞
り
込
む

こ
と
で
先
方
政
府
と
合
意
し
て
い
る
。

 
 

こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
の

O
D

A
政
策
と
整
合
し

て
い
る
。

 
そ

の
他

（
計

画
の

妥
当

性
に

関

す
る
情
報
・
考
察
等
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

設
計

は
適

切
で

あ

る
か
。

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
マ
ク
ロ
的
な
妥
当
性
は
高
い
も
の
の
、
そ
の
設
計
に
お
い
て
、
妥
当
性
及
び
他
の
項
目
の
評
定

を
下
げ
る
欠
陥
を
内
包
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
内
に
滞
在
す
る
日
本
人
の
長

期
専
門
家
不
在
の
も
と
に
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
が
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

PD
M

に

記
載
さ
れ
て
い
る
日
本
側
の
人
的
投
入
は
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
滞
在
す
る
日
本
人
専
門
家
だ
け
で
あ
り
、
彼
ら
が
時
々

行
う
技
術
支
援
に
過
度
に
依
存
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

現
時
点
に
お
い
て
教
育
省
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
成
し
て
い
る

C
T
は
あ
く
ま
で

も
C

T
で
あ
っ
て

教
科
書
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
他
方
日
本
側
は
、
名
称
は

C
T
で
あ
る

が
、
内
容
は
「
ド
」
国
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準

じ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
教
科
書
と
同
じ
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
見
解
に
は
齟
齬
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
段
階
で
、
教
科
書
と
は
異
な
る

C
T
を
作
成
す
る
の
か
、
名

称
は

C
T
で

あ
る
が
実
質
的
に
は
教
科
書
と
同
じ
も
の
を
作
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
深
く
議
論
を
し
た
形
跡
は
な
い
。

PD
M

を

読
む
限
り
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
版

C
T
を
名
称
を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
持
ち
込
み
、
こ
れ
に
修
正

を
加
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
双
方
は
、

20
05

年
当
時
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
側
が
真
に
必

要
と
し
て
い
た
の
は
教
科
書
で
あ
っ
た
の
か

C
T
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た

C
T
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
内
容
や

位
置
づ
け
を
十
分
に
議
論
せ
ず
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

 
 

な
お
、

U
SA

ID
も

Te
ac

he
r E

ffe
ct

iv
en

es
s（

TE
F）

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
基
礎
教
育

1-
4
年
生
の
算

数
の
本
（

lib
ro

 d
el

 e
st

ud
ia

nt
e）

を
作
成
中
で
あ
る
。

  
  

有
効

性
：

中
程

度
 

評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

対
す

る

成
果
の
貢
献

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

ど
の

程
度

達

成
さ

れ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

受
け

て
達
成
さ
れ
た
も
の
か
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
成
果
は
部
分
的
に
達
成
さ
れ
て
い
る
が
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
れ
ら
の
達
成
に
向
け
て
進

展
し
て
い
る
。

 
＜
教
材
作
成
＞

 
 

A
pé

nd
ic

e 
1
に
記
載
の
と
お
り
、
第

1～
2
学
年
用
教
材
（

G
M

と
CT

）
は
作
成
済
み
で
あ
り
、
現
在

20
校
（
サ
ン

チ
ャ
ゴ

17
校
、
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ

1
校
、
ア
ス
ア

1
校
、
サ
ン
ペ
ド
ロ
・
デ
・
マ
コ
リ
ス

1
校
）
で
バ
リ
デ
ー
シ
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ョ
ン
中
で
あ
る
。
第

3～
4
学
年
用
教
材
は
現
在
作
成
中
で
あ
り
、

20
08

年
4
月
ま
で
に
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
版
が
作

成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 
 

ま
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
教
材
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
学
力
試
験
を
児
童
（

4
県
で
約

15
00

名
）
を
対
象
に
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
定
量
的
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

20
08

年
1
月

 
20

08
8
年

6
月

 
1
年
生

 
―

 
G

M
と

C
T
導
入
後
に
、

1
年
生
で
学
ん
だ
内
容

を
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
る
か
を
測
定
す
る
学

力
試
験

 
2
年
生

 
 

G
M

と
C

T
導
入
前
に
、

1
年
生
で
学
ん
だ
内
容

を
ど

れ
だ

け
理

解
し

て
い

る
か

を
測

定
す

る
学

力
試
験

 

G
M

と
C

T
導
入
後
に
、

2
年
生
で
学
ん
だ
内
容

を
ど

れ
だ

け
理

解
し

て
い

る
か

を
測

定
す

る
学

力
試
験

 
3
年
生

 
 

G
M

と
C

T
導
入
前
に

 、
2
年
生
で
学
ん
だ
内
容

を
ど

れ
だ

け
理

解
し

て
い

る
か

を
測

定
す

る
学

力
試
験

 
―

 

 
こ
れ
ら
教
材
の
作
成
を
通
じ
て
、
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
自
身
の
算
数
教
育
に
関
す
る
能
力
が
向
上
し
た
と

感
じ
て
い
る
。

 
＜
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
の
教
員
の
研
修
＞

 
 

教
育
向
上
を
図
る
た
め
の
戦
略
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
ま
ず
教
材
を
開
発

し
次
に
そ
の
教
材
で
提
示
さ
れ
た
方
法
を
基
に

教
員
研
修
が
計
画
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
現
在
ま
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
優
先
度
は
教
材
開
発
に
置
か

れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
教
員
研

修
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
は
教
育
省
が
期
待
す
る
水
準
ま
で
達
し
て
い

な
い
。

 
 

G
M

と
C

T
使
用
法
に
関
す
る
研
修

は
20

07
年

8
月
に
開
始
さ
れ
、

20
08

年
5
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

7
回
目
の
研

修
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
修
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

 
＜
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
＞

 
 

コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
授
業
観
察
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
会
議

等
）
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
来
業
務
に
加
え
て
教
材
作
成
に
多
忙
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

 
  

総
じ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
着
実
に
活
動
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
ペ

ー
ス
を
維
持
し
て
い
け
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

時
ま
で
に
成
果
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
っ

て
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
は

便
益

を
享

受
し
た
か
。

 

 
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
教
材
作
成
は
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
本
来
業
務
で
は
な
い
。
教
材
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
彼
ら
の
業
務
量
や
負
担
が
増
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
本
作
成
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て

多
く
の
知
見
と
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

 
 

ま
た
学
校
教
員
も

G
M

と
C

T
の

導
入
前
に
比
べ
て
、
導
入
後
の
ほ
う
が
格
段
に
教
え
方
が
向
上
し
た
と
実
感
し
て

い
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
及

び
成

果
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
及

び
成

果
達

成
＜
阻
害
貢
献
要
因
＞
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の
達

成
の

た
め

の
阻

害
・

貢
献

要
因

 
に
か
か
る
阻
害
・
貢
献
要
因
は
何
か
。 

 
在
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
日
本
人
専
門
家
な
し
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
計

 
 

JI
C

A
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後

2
年
を
経
て
よ
う
や
く
長
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
家
を
派
遣
し
た
。

  
 

在
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
広
域
専
門
家
に
対
す
る
過
度
な
期
待

 
 

来
訪
は

2
ヶ
月
に

1
回
の
ペ
ー
ス
。
滞
在
期
間
は

5
日
間
（
実
質
的
に
は

3
日
間
）。

こ
れ
で
は
十
分
に
議
論

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

  
 

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
版
を
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
版
に
修
正
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
安
易
な
考
え
方

 
 

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ド
ミ
共
の
そ
れ
は
異
な
っ
て
お
り
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
版
を
ど
の
よ
う

に
修

正
す
る
か
に
つ
い
て
多
大
が
時
間
と
労
力
を
要
し
た
。
両
国
の
同
質
性

と
異
質
性
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ら
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
段
階
で
精
査
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

 
同
質
性
、
類
似
性
、
近
接
性

 
異
質
性
（
ち
が
い
）

 
 
言
語
（
ス
ペ
イ
ン
語
）

 
 
地
理
的
近
接
（
中
米
・
カ
リ
ブ
）

 
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
算
数
）

 
 
文
化
・
風
土

 
 ＜
貢
献
要
因
＞

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
政
府
（
教
育
省
）
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
算
数
教
育
に
お
け
る
教
員
と
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

 
 

日
本
人
専
門
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
広
域
研
修
及
び
日
本
の
経
験
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
指
導
・
助
言

 
 

域
内
の
他
国
と
経
験
を
共
有
で
き
た
こ
と

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
際
し
て
の
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
熱
意

 
  

効
率

性
：

中
程

度
 

評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
成

果
を

達
成

す
る

た
め

の
投

入

と
活
動
の
適
切
さ

 
成

果
を

達
成

す
る

た
め

の
投

入
と

活

動
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 
 

 
投
入
と
活
動
は
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
。

 
 

人
材
、
機
材
、
経
費
な
ど
の
投
入
は
す
べ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

20
05

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
当
初
、
在
ド
ミ
ニ

カ
共
和
国
日
本
人
専
門
家
と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

人
専
任
者
の
不
在
に
よ
り
、
活
動
の
中
心
を
サ
ン
チ
ャ
ゴ

08
-0

5
地
区
に
お
け
る
学
校
教
員
の
研
修
モ
デ
ル
の
構
築

に
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、

20
06

年
3
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
て
か
ら
は
顕
著
な
進
捗
が
見

ら
れ
る
。

 
 

教
材
（

G
M

と
C

T）
に
関
し
て
は

、
20

08
年

6
月
ま
で
に
第

1～
2
学
年
用
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
版
が
最
終
修
正
さ

れ
、

20
09

年
6
月
ま
で
に
第

3～
4
学
年
用
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
版
が
最
終
修
正
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
協
力
期
間
中
に
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

 
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

側
投

入
の

適

切
さ

 
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

側
投

入
は

適
切

で

あ
っ
た
か
。

 
 

A
pé

nd
ic

e 
1
に
記
載
の
と
お
り
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
側
の
投
入
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

 

日
本
側
投
入
の
適
切
さ

 
日
本
側
投
入
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 
 

A
pé

nd
ic

e 
1
に
記
載
の
と
お
り
、
日
本
側
の
投
入
も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

 

-    -126



 
5 

運
営
管
理
の
効
率
性

 
成

果
達

成
に

向
け

て
、

投
入

は
適

切

に
運
営
管
理
さ
れ
た
か
。

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
大
限
の
成
果
を
生
む
た
め
に
国
内
と
域
内
の
リ
ソ
ー
ス
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
る
。

 
 

他
方
既
述
の
と
お
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
幾
つ
か
の
阻
害
要
因
が
存
在
す
る
。

 
  

イ
ン

パ
ク

ト
：

中
程

度
 

評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
上
位
目
標
達
成
の
見
込
み

 
上

位
目

標
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後

5-
10

年
後
に
達
成
さ
れ
る
見
込
み
は

あ
る
か
。

 

 
上
位
目
標
は
通
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

5～
10

年
後
に
達
成
さ
れ
る
目
標
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
な
が
ら
、

少
な
く
と
も
サ
ン
チ
ャ
ゴ

08
-0

5
地
区
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
協
力
校
の

2
校
（

M
ig

ue
l 

Á
ng

el
 J

im
én

ez
校
と

La
 

C
an

el
a
校
）
の
教
員
は
、
算
数
教
育
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
詳
細
は

A
pé

nd
ic

e 
4
参
照
）。

 
 

既
述
の
と
お
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
及
び
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
協
力
校
の
教
員
は
昨
年

8
月
か
ら
教
材
の
使
用
法
に
関
す
る
研

修
を
受
講
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
基
本
的
に
月

1
回
、

1
日
の
研
修
に
参
加
す
る
た
め
に
学
校
を
休
む
。
こ

れ
は
あ
る
意
味
で
彼
ら
の
他
の
業
務
を
圧
迫
し
、
児
童
が
学
ぶ
機
会

が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
犠
牲
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
教
員
は
一
様
に
こ
れ
ら
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
っ
て
余
り
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を
得
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
具
体
的
な
指
導
法
を
学
べ
る
こ
と
に
加
え
て
、
特
に
他
の
学
校
の
教
員
と
意
見
交
換
や
経
験
共
有
を
で

き
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
述
べ
る
教
員
が
多
い
。

 
 

教
材
を
活
用
し
、
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
教
員
が
同
様
の
変
化
を
感
じ
取
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

イ

ン
パ
ク
ト
と
波
及
効
果

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

正
負

の

影
響
や
波
及
効
果
は
何
か
。

 
 

大
き
な
阻
害
要
因
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
何
名
か
の
教
員
は

G
M

と
C

T
の
導
入
に
よ
っ
て
、
事
前
に
材

料
や
道
具

を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
以
前
よ
り
も
多
く
の
時
間
を

授
業
の
準
備
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
彼
ら
が
新
し
く
開
発
さ
れ
た
教
材
を
用
い
て
新
し
い
教
授
法
に
適
応
し

よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

 
 

上
述
の
と
お
り
教
員
の
算
数
指
導
力
向
上
に
伴
っ
て
児
童
の
学
ぶ
姿
勢
に
も
良
好
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
児
童
は
算

数
を
恐
れ
な
く
な
り
、
算
数
が
好
き
に
な
り
、
ま
た
他
の
科
目
も
好
き
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
校

が
好
き
に
な

り
、
欠
席
し
な
く
な
っ
た
児
童
が
い
る
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た
教
員
も
い
る
。

 
 

さ
ら
に
教

材
（
特
に

C
T）

に
関

し
て
、
保
護
者
か

ら
も
好

意
的
な

コ
メ
ン
ト

が
寄
せ

ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
に
つ

い
て
は

A
pé

nd
ic

e 
4
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 
 

な
お
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
教
員
の
定
性
的
な
印
象
や
感
覚
で
あ
る
た
め
、「

有
効
性
」
の
表
中
で
述
べ

た
と
お
り
、

教
材
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
に
、
児
童
を
対
象
に

20
08

年
内
に
学
力
試
験
を

2
回
実
施
し
、
定
量
的
な
結
果
を

得
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

 
  自

立
発

展
性

：
中

程
度

 
評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
政
策
・
制
度
的
側
面

 
 

教
育

省
は

ど
の

よ
う

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
最

大
化

し
、

普
及

し
よ

 
教
育
省
が
教
材

を
全
国
に

普
及
す

る
に
は
客
観
的
か
つ
定
量

的
な
エ

ビ
デ
ン
ス
が
必

要
で
あ
る

。
そ
の

意
味
で
は
、

「
有
効
性
」
の
表
中
で
述
べ
た
と
お
り
、
教
材
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
に
、
児
童
を
対
象
と
し
た

2
回
の
学
力
試
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う
と
し
て
い
る
か
。

 
験
の
結
果
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

 
 

現
在

IN
A

FO
C

A
M

は
、
算
数
の

指
導
法
、
教
科
内
容
の
知
識
、
及
び
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
っ
て
い
る
教
材
の
作

成
・
使
用
に
つ

い
て
の
研

修
を
一

つ
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス

と
し
て

提
供
す
る
こ
と

を
検
討
し

て
い
る

。
こ
の
デ
ィ

プ
ロ
マ
コ
ー
ス
は

IN
A

FO
C

A
M

が
大
学
に
研
修
の
実
施
を
委
託
し
て
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
組
織
・
技
術
的
側
面

 
教

育
省

の
組

織
力

と
コ

ア
グ

ル
ー

プ

の
能

力
は

ど
の

程
度

強
化

さ
れ

た

か
。

 

 
20

08
年

2
月
ま
で
に
延
べ
で

25
名
が
本
邦
研
修
と
広
域
研
修
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
修
受
講
者
の
中
に
は

教
育
省
の
局
長
レ
ベ
ル
の
人
材
も
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
と

G
N

メ
ン
バ
ー
が
現
在
の
職
場
に
継
続
し
て
勤
務
す
る

限
り
、
算
数
教
育
に
関
す
る
知
識
と
経
験
は
教
育
省
内
に
定
着
す
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

 
 

そ
の
た
め
に
は
、
以
下
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

算
数
科
に
関
す
る
知
識

  
 

教
材
開
発
能
力

 
 

研
修
実
施
能
力

 
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力

 
財
政
的
側
面

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
連

す
る

財
政

的

基
盤
は
ど
の
程
度
確
た
る
も
の
か
。

 
 

教
育
省
は
十
分
な
予
算
を
確
保
し
て
お
り
、

 教
材
の
印
刷
・
普
及
に
関
す
る
資
金
的
心
配
は
少
な
い
。

 
 

IN
A

FO
C

A
M

は
十
分
な
予
算
を
確

保
し
て
お
り
、
教
材
の
使
用
法
に
関
す
る
研
修
、
あ
る
い
は
そ
の
研
修
を
含
め
た

デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
の
提
供
に
関
す
る
資
金
的
心
配
は
少
な
い
。
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A
pé

nd
ic

e 
3 

 評
価

グ
リ

ッ
ド

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

プ
ロ

セ
ス

 

評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
体
制

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

体
制

は
適

切

に
機
能
し
て
い
る
か
。

 

 
20

05
年

5
月

10
日
に
署
名
さ
れ
た
討
議
議
事
録
（

R
/D
）
に
よ
れ
ば
、
教
育
省
大
臣
か
そ
れ
が
任
命
す
る
者
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
セ
ネ
ラ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
・
実
施
に
お
け
る
全
責
任
を
担

い
、

N
A

FO
C

A
M

の
長
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
・
技
術
面
に
お

け
る
責
任
を
担
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
）
の
人
数
は

3
人
か
ら

7
人
に
増
加
し
た
。
彼
ら
は
日
本

人
専
門
家
と
緊
密
に
働
き
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
々
な
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
体
制
図
は

A
pé

nd
ic

e 
8
と
お
り
で
あ
る
。

 
活
動
の
実
施

 
活

動
は

計
画

ど
お

り
に

行
わ

れ
て

い

る
か
。

  
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
当
初
計
画
と
実
績
は

A
pé

nd
ic

e 
5
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 
 

教
材

作
成

に
必

要
な

時
間

、
作

業
量

、
具

体
的

な
業

務
が

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
形

成
段

階
で

細
か

く
検

討
・
計

算
さ

れ
な

か
っ

た
。

さ
ら

に
当

時
、

ド
ミ

ニ
カ

に
滞

在
す

る
算

数
教

育
の
日

本
人

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
を

想
定
し

て
い

な
か
っ
た
。

 
 

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
日
ド
双
方
の
不
断
の
努
力
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
ど

の
よ

う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
日
本
人
専
門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

意
思

疎
通

は
ど
の
程
度
ス
ム
ー
ズ
か
。

 

 
技

術
的

な
レ

ベ
ル

で
は

多
少

の
意
見

の
食

い
違

い
は

あ
る

も
の

の
、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
（

コ
ア

グ
ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

）
と

日
本

人
専

門
家

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

日
常
業

務
や

会
議

を
通

じ
て

概
ね

順
調
に

行
わ

れ
て
い
る
。

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
に

係
る

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
と

評
価

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て
い
る
か
。

 

 
合
同
調
整
委
員
会
（

C
C

C
）
は
重
要
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
意
思
決
定
を
行
っ
た
。
同
委
員
会
は

20
06

年
2
月

と
20

07
年

6
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 
 

中
間
評
価
調
査
が

20
08

年
2
月
に
実
施
さ
れ
た
。
終
了
時
評
価
調
査
は

20
09

-2
01

0
年
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

 
当
事
者
意
識

 
教

育
省

と
コ

ア
グ

ル
ー

プ
は

本
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

ど
の

程
度

当
事

者
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

 

 
教
育
省
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
基
礎
教
育
学
校
の
第

1
サ
イ
ク
ル
の
教
員
の
算
数
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 
 

コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
彼
ら
自
身
が
作
成
し
た
教
材
に
特
別
な
愛
着
を
感
じ
て
い
る
。

 
技
術
協
力
の
方
法

 
技

術
協

力
の

方
法

や
形

態
は

ど
の

程

度
適
切
か
。
他
ド
ナ
ー
や

JI
C

A
の
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
は

あ
る

か
。

 

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

JI
C

A
の
広

域
協
力
の
枠
組
み
で
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
算
数
指
導
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（

PR
O

M
ET

A
M
）
の
第

2
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
て
い
る
。
広
域
協
力
は

5
カ
国
（
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
及
び
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
）
の

5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
る
日
本
人
専
門
家
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
て
い
る
。

彼
ら

の
努

力
と

献
身

が
賞

賛
に

値
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

は
疑

い
な
い

。
し

か
し

、
広

域
専

門
家

の
ド
ミ

ニ
カ

共
和
国
訪
問
は

2
ヶ
月
に

1
回
の
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
毎
回
の
滞
在
期
間
は
実
質

3
日
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
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本
人

専
門

家
が

コ
ア

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

十
分

な
技

術
（

専
門

性
）
移

転
を

行
う

こ
と

は
む

ず
か

し
く
、

ま
た

コ
ア

グ
ル

ー
プ

に
と

っ
て

も
そ

う
し

た
短

期
間

で
日

本
人

専
門

家
か

ら
授

か
る

知
識

と
ス

キ
ル

を
十

分
に

咀

嚼
・

吸
収

す
る

こ
と

は
困

難
と

思
料

さ
れ

る
。

そ
の

意
味

で
、

本
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
構

造
的

困
難

さ
と
地

理
的

制
約
を
最
初
か
ら
内
包
し
て
い
た
と
い
え
る
。

 
 

JI
C

A
の
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
青
年
海
外
協
力
隊
員
（

JO
C

V
）
は
、
連
絡
を
取
り
、

相
互
に
そ
の
活
動
を
補
完
し
合
っ
て
い
る
。

 
 

U
SA

ID
が
西
語
と
算
数
に
関
す
る

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、「

読
み
書
き
に
お
け

る
教
員

研
修
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
（

C
ET

T）
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
教

員
の
有
効
性
（

TE
F）

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

U
SA

ID
は

TE
F

に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（

Po
nt

ifi
ci

a 
U

ni
ve

rs
id

ad
 C

at
ól

ic
a 

M
ad

re
 y

 M
ae

st
ra
）
に
対
し
て
教
材
作
成
と
教

員
研
修
（
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
、
ベ
ガ
の
教
員

84
0
人
を
対
象
）
を
業
務
委
託
し
て
い
る
。

 
学
年

 
国
語
（
ス
ペ
イ
ン
語
）

 
算
数

 
1 2 3 

C
ET

T 

4 
TE
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 d
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果
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て
は
、

3
年
生
用
の
書
籍
（
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ro

 d
el

 e
st

ud
ia

nt
）
が
完
成
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

 
  

-    -130



Apéndice 4   サンチャゴ 08-05 地区の学校の教員のコメント 
 

＜算数指導上の変化＞ 
 GM と CT の使用前に比べて、教え方が格段に向上したと実感している。これは紛れもないこ

とである。 

 学習内容をきちんと順序だてて教えられるようになった。 

 以前は一方向的だった授業が双方向的になった。 

 以前は受身だった児童が積極的になった。 

 教材（道具）とゲームを用いることによって授業が活発化し、児童が楽しく学べるようにな

った。 

 児童のほうからいろいろなアイデアが出てくるようになった。 

 児童の算数に対する恐れがなくなった。 

 以前は指を折って数を数えていた児童がそれをしなくなった。 

 自分たちの指導力が向上したことによって、児童の学ぶ姿勢も向上した。 

 自分が子どもの時にもこのように教えてほしかった。 

 児童の反応が敏速になり理解力も高まった。試験の正答率も全体的に少しずつよくなってい

る。 

 ただし、本学年度はまだ半ばであり、本当に児童の学力が向上したかどうかは学年度末にな

ってみないとわからない。 

 

＜算数指導以外の変化＞ 
 私は算数の教授法を他の科目でも実践している。これにより、他の科目でも良好な変化が見

られるようになった。 

 他の科目においても児童が自分の考え方をより積極的に、より明確に表現できるようになっ

た。 

 よく欠席していたハイチ人の女子生徒が学校を休まなくなった。彼女は CT に関心を持ち、

算数が好きになり、他の科目も好きになった。そして学校に来ることが楽しくなった。そう

私（教員である自分）は考えている。 

 子どもだけでなく親も CT を高く評価している。親からしばしば声をかけられてそう言われ

る。 
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Aéndice 5. 活動進捗状況 計画

 (期間: 2006年4月-2008年1月) 実績

2008

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

1年生

2年生

3年生

4年生

2007

1-5. プロジェクトの進捗を広報する。

1-4. 研修ガイド、マニュアル等の作成を通じてプロジェ
クトに関する研修及びフォローアップのシステムを構築
する。

活動

2006

2-1-3. ドミニカ共和国の教育事情に即した
教師用指導書及び児童用作業帳のドラフト
を作成する。

活動の進捗状況

2-1-1. 国家カリキュラムを分析する。

1-3. 各種情報手段を用いて広域プロジェクト参加各国
のコアグループと共有する。

1-2. 広域研修（教材作成、研修、モニタリング等）に参
加する。

1-1. プロジェクト活動計画を策定する。

2-1-2. PROMETAMの教師用指導書及び
児童帳作業帳の内容を分析し、ドミニカ共和
国の適合化を図る。

2-2-2. サンティアゴ08-05地区におけるパイ
ロット校教員、コーディネーター、指導主事、
チューターに対し教師用指導書及び児童帳
作業帳の使用にかかる導入研修を実施す
る。

2-2-1. バリデーションの実施方法を計画す
る。

 2-2-6. 上記分析を活用し、教師用指導書及
び児童用作業帳の内容を改善する。

2-2-5. パイロット校における授業調査によっ
て得られた結果を分析する。

2-2-4. パイロット校において、授業観察、イ
ンタビュー、打合せ等を通して授業調査を実
施する。

2-2-3. 研修を受けた教員が実際に教室で教
師用指導書及び児童用作業帳を使用する。
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Apéndice 8 プロジェクト実施体制図

日本側 ドミニカ共和国側

サントドミンゴ

プロジェクト

JOCV

プエルトリコ
校教員

ロス・ホビー
ジョス校教員

JOCVによるバリデーションへの協力
6校の生徒 11校の生徒 生徒 生徒 生徒「

JOCV パイロット6校
教員

バリデーション
11校教員 チリ校教員

初等教育技官 技官 技官 技官

学習帳・指導書
の修正・作成

バリデーション

03-01地区
（アスア）

フィールド調整員
（プログラムオフィサー）

08-05地区
コーディネーター

15-03地区
（サントドミン

ゴ）

05-02地区
（S.P.マコリ

ス）

ローカルコンサルタント
教育省

カリキュラム局算数チーム(4
名)

基礎教育局技官（1名）ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

サンティアゴ08-05地区

バリデーションチーム

(1-3名)実施チーム

(+ リーダー)

サンティアゴ08地方
教育事務所長

サンティアゴ08-05地区
教育事務所長

算数教育専門家
（広域プロジェクト）

基礎教育プログラム
強化専門家

INAFOCAM
プロジェクトコーディネーター

+

カリキュラム局長 教員養成研修部長
国際協力室長
基礎教育局長

チーフアドバイザー 事務所長 教育大臣 長官

合同調整委員会 (* 委員長, ** 副委員長)

広域プロジェクト JICAドミニカ共和国 教育省 国家教員養成研修機関

コアグループ

バリデーション版学習
帳・指導書の配布
研修の実施

内容修正に関する
フィードバック・意見

情報・意見 下書き・相談

バリデーション実施校
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Ap ndice 12 

略語表 

BEGIN Basic Education for Growth Initiative 成長のための基礎教育イニシアティヴ 

BID Banco Interamericano de Desarrollo 米州開発銀行 

CCC Comit  Coordinador Conjunto 合同調整委員会 

CETT Centro de Excelencia para la 

Capacitaci n de Maestros en 

Lectoescritura 

読み書きにおける教員研修のためのセ

ンター・オブ・エクセレンス 

C/P Contraparte カウンターパート 

CT Cuaderno de Trabajo 児童用作業帳 

GM Gu a para Maestros y maestras 教師用指導書 

INAFOCAM Instituto Nacional de Formaci n y 

Capacitaci n del Magisterio 

国家教員養成研修機関 

JICA Agencia de Cooperaci n Internacional 

del Jap n 

国際協力機構 

JOCV Japan Overseas Cooperation 

Volunteers 

青年海外協力隊 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

PDM Matriz de Dise o del Proyecto プロジェクトデザインマトリックス 

PO Plan Operativo 活動計画表 

PROMETAM Proyecto para el Mejoramiento de la 

Ense anza T cnica en Matem ticas en 

la Rep blica de Honduras 

ホンジュラス共和国算数指導力向上プロ

ジェクト 

SEE Secretar a de Estado de Educaci n 教育省 

TEF Teacher Effectiveness 教員の有効性 

USAID United States Agency for International 

Development 

米国国際開発庁 
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